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山梨県の東縁,神奈川県北端部津久井郡藤野町 と東接する国鉄中央沿線に所 在 の北

都留郡上野原町は,相模川上流域,本流 と鶴川の分岐点付近左岸の標 高250～270mの

段丘上に所在する。町村合併後の町域は旧町を東縁 として北・西・南へ拡 が る。 ここ

に報告する仲大地遺跡は,町の西方約 8kmの 旧大目村の地にあ り,標高1,137mの 扇

山の東南麓, 日留野部落の南を流れる小流の右岸台上,標高436mの東北に突出した台

地の東南面に位置する小遺跡である。本遺跡は他地域の山地遺跡同様に, 山地 として

は集落立地に最も適 した場所であったものか,縄文文化草創期以降,平 安 期に至るま

での遺物が発見された。 また縄文時代早期の炉穴遺構,奈良末期から平安期頃の上 師

器,須恵器出上の竪穴住居跡の発見などもあった。 この地方における初めて の学術的

発掘調査であった。 このたび この調査を推進された上野原考古学研究会員 諸 氏が苦心

執筆編纂された同遺跡の調査報告書が脱稿 し,町教育委員会の努力によって上 梓 の運

びとなったことは実に欣快にたえぬところである。

本地方は甲信地方 と武相地方の文化交流のかなめとなる地区であ り,本報 告 書の刊

行はかならずや学界に被益するところ尽大なるものがあると信ずるものである。

本報告書刊行を機縁 として上野原町付近考古学的研究が益々さかんにな り,上 野 原

考古学研究会の発展を切に望むものである。

以上所感の一端をのべ序 とする次第である。

慶応義塾大学教授

江 坂 輝 弥



刊 行 の こ と ば
・

上野原町をとりまく美 しい山なみは,遠い大古からこの地に根をおろした人 々の営

みをじっと見守っています。 この恵 まれた環境のもとに町には多 くの縄文時代の遺跡

が点在 し,往時の人々の心に潤いを与えていたものと思われます。

この多くの文化遺産 ともい うべき遺跡も,開発の美名のもとに自然環境 とともに破

壊が進み,大きな意味で人類の生存にかかわる問題 としてとりあげられ,経 済 優先の

思想は,今 日大きく転換を迫られてお ります。

当町では,幸いにも最近文化財保護に理解をもつ方々が多く, とりわけ埋 蔵 文化財

については,町考古学研究会員の方々を主軸に種々の調査が 行われ, 記録の保存等に

全力を傾け,少 なくとも次善の策により多くの成果を上げ得たものと考えてお ります。

今回の発掘調査は,蜘上野原カン トリークラブのゴルフ場造成に伴 うもので,予定

地内に多くの遺跡が存在 し,こ の保護に苦慮しながらも各方面に働きかけ, 現況保 存

を最優先させるための努力をしたわけであ りますが, コース変更,工事方法等あらゆ

る角度から検討を加え, その結果仲大遺跡を除 く6遺跡の保護を見ることにな りまし

アこ。

不幸にも,遺跡の破壊が決定的になった仲大地遺跡については,記録保存 をす るた

めの発掘調査を行 うことになったものです。 この よ うな大規模調査の実施にあたって

は当然のことながら調査態勢が問題であ り,町段階では極めて困難視された ものであ

りますが,幸い慶応義塾大学江坂輝弥教擾をはじめ県文化課の指導のもとに調査 団を

編成し,調査を行 うことにな りました。

調査は約 2年数力月に亘 り,夏の炎天下あるいは寒風の吹きすさぶ中で献身的 に指

導にあたった諸先生, 発掘に全勢力を傾けた町考古学研究会員のみなさま, そ してこ

の発掘に理解をしていただいた多くの協力者の努力を忘れることはできません。

ここに調査の資料を整理検討を経て一書としたものが本報告書であ ります。

本書が学術 。研究の資料 として, また郷上の文化遺産を知る参考資料 として活 用さ

れるならば,望外の幸せに存 じます。

長期に亘って調査・整理作業にご努力いただきました関係者各位に対 し, 衷心 より

謝意を表す次第であ ります。

上野原町教育委員会教育長

横 瀬   仁



例   言

1。 本書は上野原カントリーゴルフ場造成に伴う,行政発掘調査の一環として実施した仲大地遺

跡の第 1次,(1974.7.8)第 2次調査 (1975,7.8)の 報告書である。

2.発掘費用は上野原カントリーで負担し,幸R告書の出版費を上野原町で負担した。

3.発掘調査は上野原町教育委員会の依頼で,上野原考古学研究会が主体となり,江 坂輝 弥教

授,川崎義雄先生,重住豊先生の指導のもとに行った。

4.編集と校正は小俣博 (町企画課)長谷川孟 (上野原考古学研究会)カミ担 当し,図版を田中悟,

佐藤正,奈良泰史,山田行輝,佐々木克典。実測を横瀬武文,日中悟。写箕を田中悟,山田行

輝,奈良泰史,佐々木克典の同努究会員が担当した。

5.執筆は主に同研究会員が分担し,地質については,専門の内藤久敬 (上野原中学機舞紛 が担

当した。

.      6.報 文の末尾にその文責を記した。
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第 1章 は じ め に

近年開発の波は山間地まで及び,中央線の複線化,中央道の開通等により,上野原町も大きく

変貌して来た。もともと小さな河岸段丘や山腹の緩傾斜地しか平地のなかったこの地域に,大工

場や学校等を建設すると,平地の畑の下に眠っていた埋蔵文化財は,あ っという間に破壊され消

滅してしまう, とくに最近のブームに乗っての大規模な宅地造成や, ゴルフ場の建設は一郭が,

変形してしまう大土木工事であり,埋蔵文化財は完全に壊滅してしまう。

この地域の先史遺跡は他地域に比べ驚異的な密度に分布しており,狩猟や採集経済 の時代 に

は,起伏に富んだこの地域が,かえって暮らし良かったのかもしれない。また平地が少なかった

ので,同 じ場所に居住せざるを得なかったため,遺跡が多くなったのかもしれない。いずれにし

てもこの多くの埋蔵文化財を守るためには,強力な資本と機械力による無謀な開発を押さえ,地

域に適した計画的な開発に,変改させていかなければならない。しかし一部の考古学を研究する

者だけが,いかに遺跡の重要性を説いても,地域住民の理解と協力がなかったら決して守れるも

のではない。そのためにわれわれは上野原カントリーゴルフ場建設予定地内の遺跡保護について

努力して来たのである。

この発掘調査は「こわされるから,その前に掘れ」ではなく,「これだけ重要な もの が, 眠

っているから, こわさないでくれ」というために掘ったのであり,こ の点とくに重要な問題であ

る。そのために同ゴルフ場建設予定地内に確認されている7遺跡中,仲大地遺跡だけにしばり発

掘調査を約 2年数力月の歳月をかけて,実施して来たのである。そして他の遺跡については,予

備調査等で重要性を確認し, コース変更,工事方法の改善等により遺跡を保護するよう,業者に

協力を求めて来たのである。このことは町教育委員会,県教育委員会文化課,国の文化庁と一連

の関係官庁の努力もさる事ながら,大田 。大沢・恋塚部落を中心に,地域住民の方々が遺跡の重

要性を考え,埋蔵文化財の保護に理解をもった時,は じめて遺跡が守られ,上野原町の文化財録

護の新しい歴史が始まる時だと思うのである。

このささやかな報告書が,その手引書となってくれることを信じて,われわれ地元研究会員の

手でまとめたのである。

(長谷川 孟)



第 2章 遺跡の位置 と環境

(1)仲大地の地誌

仲大地 とその周辺の歴史を,地域住民の言い伝えや,諸調査の結果からまとめてみた。

地理的には上野原町と大月市の梁川町・富浜町との境を接する位置にあり,上野原町大野に属

している。人口も少なく,町の中心から離れているため,現在まで地域住民の他は,ほ とんど知

られなかった所である。しかし,近年,中央高速自動車道が付近を通過してから,にわかに見直

され, ゴルフ場建設計画等が起きたのである。

地形を見ると,扇山 (海抜1137.8m)山麓の南東に位置する丘陵地帯で,旧甲州衝道の犬 目峠

から鶴川の波し場までの交通の要所であり,中世から近世にかけては,かなり人の往来も多かっ

たものと思われる。

扇出から流れる谷田川の水量は少ないが,小さな谷川をいくつも集め,四方津の呼戸にて相模

川に合流する。その上流の小さな谷沿いには,早 くから沢田としての水田が開けていた地域でも

ある。

仲大地の行政区の変遷をたどれば遠く近世には上大野村に含まれ,明治 5年 (1872)上 大野村

と下大野村が合併し大野村となり,さ らに同 9年 (1876)犬 目村を合わせて大 目村に,そ の後昭

和30年現在の上野原町となったのである。

現在周辺には,上野原町大野の大田 。大沢 。日留野・恋塚 。大月市梁川町斧窪等の 集 落 が あ

る。これらの集落が歴史的に,いつごろ形成されたのか明らかではないが,言い伝えによると日

本武尊が東征の時,恋塚を通ったといわれ日本武尊の伝説も残っている。またこのことを不動尊

に祭ったともいわれる。現在不動尊は白馬不動として犬 目に祭られているが, これが日本武尊を

祭ったものかどうかは明確でない。

『上野原町誌』によれば「天平 9年 (737),犬 目の里の白馬不動が・……・・」とあり,奈 良時代

には,すでに現在の集落があったのか明確ではないが,なんらかの関係は充分考えられる。

現在集落のある場所で,土師器片を確認しているのは,恋塚下 。大沢 。日留野で,大田 。犬 目

では確認していない。仲大地 。中野原・恋塚下と連なって同時代 (国分期 ?)の上師器片が発見さ

れていることから, この地域に集落があったものと思われる。また仲大地より南東に,扇久保・

恋沢 。上けぬきと丘陵が連なり,それぞれに同様な土師器片が見られることから,やは り集落が

あったものと思われる。

現在の恋塚部落は恋沢から,ま た犬目部落は日留野に近い土橋という所から,旧 甲州街道がつ

くられた時,街道沿いに移転したといわれ,恋沢・土橋から土師器片が発見されている。また犬

目や恋塚の現在集落のある場所から,土師器片が発見されないことなどから, これらの言い伝え
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がかな り正確なものではないかと思われる。

奈良・平安時代と思われるこの種の上師の分布を見ると,旧 甲州街道以前の道や集落の様子が

推定できるのではないかと思われる。すなわち,恋塚下・中野原 。仲大地 。日留野・談合坂・荻

野・野田尻と通ったのではないかと推定される。

現在の集落は甲州街道が整備された江戸時代初めに出来たと思われ,犬 目宿を中心とした犬 目

村 と,それ以外の大野村とが出来たのも, このころと思われる。
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第 1図 仲大地遺跡付近の地形図



江戸時代に助郷のため梁川の人が通ったといわれる。「伝馬道」は,仲大地と大田 。大沢の中

間にわずかに残っている。この地域が梁川と深い関係があったことがわかる。

仲大地遺跡のある台地の西側は,昔から畑で下の沢田と合わせて,たかん沢と呼ばれていた。

東狽Iは戦後 (1947～1950)開墾したもので,それ以前は大田 。大沢 。日留野・谷後部落の共 同草

刈 り場であった。

当時開墾した人の話では,土器がかごで背負う程でたそうであるが,みんな使い物にならない

から捨てたということであ り,今考えるとまったく残念でならない。

仲大地を中心 としてこの地域には,縄文時代の初めから現在に至るまで,人間の生活がある時

は栄え,ま たある時は忘れられ婉興と続いて来たことを思うと,その長い長い歴史の眠るこの自

然を,現代人がいかに科学が進歩したからといって,開発という名のもとに破壊してしまってい

いのだろうか。

この地域の方言をみると「おめえ」 (おまえ)「そうだんべえ」(そ うでしょう),(語尾の「べえ」

は音がさがる)な どと,関東なまりである。恋塚部落から 1キ ロぐらい行 った所に,大月市 富 浜

町の山谷部落がある。ここでは「おみゃあ」(おまえ),「そうずら」(そ うでしょう)と静岡方面の

言葉 と共通している。

この地域の神楽を見ると,現在は行われていないが,御輿・神楽堂・女獅子一頭の三つが,そ

ろって練 り歩いたといわれている。鳴 り物は残っていないが,御輿・神楽堂 。女獅子の頭は現存

し,大田部落で保管している。この神楽が大田・大沢部落だけのものだったか,上大野 4部落の

ものであったか明確でないが,上野原町にはこの形式の神楽は他に見ることができない。この種

の神楽は,富士吉田市や大月市の一部にみられることから,こ の方面から伝わった もの と思わ

れ,今後の研究によれば,々の時代的なものも考察できると思われる。

この地域 と他地域の関連では,古老の話を聞くと扇山の北側に,大月市七保町の浅川部落があ

り,扇山の中腹を越えて人の往来があったそうである。また, この道は日本武尊が通ったとも伝

えられ,関東山地から中部山岳地帯に通 じる,重要なコースであったことが推測される。すなわ

ち地誌的にみてこの地域が関東地方・東海地方・中部山岳地帯との接点であったように思 わ れ

る。このことは,ま った く時代的に食い違 うが,今回の発掘調査で,鵜ガ島台や諸磯式・阿玉台

式等の関東系の文化 と粕畑式等の東海系文化 と,勝坂式 (新道に近い)曽利式等の中部山岳系文化

とが,仲大地遺跡にまとまって発見されたことは何か偶然ではないように思われ,興味深いもの

がある。

以上地誌についてまとめてみたが,資料不足,研究不足の点がおおいに反省される。

(横瀬 武文)

仲大地遺跡周辺の遺跡一覧表

遺跡の名称 1  所   在   地

中野原  1
″    2

″    3

上野原町大野7,797付近

″   7,793 ″

″   7,771  ″

縄文中

縄文早・奈良 。平安

縄文前 。中 ?・ 奈良・平安

S47.埋蔵文化財包蔵地カード

″

″
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恋塚下

扇久保

恋 沢

穴観音

上けぬき

大 沢

日留野

谷 後

君 越

談合坂

荻 野

野田尻 2

″  1

上野原町大野8,110付近

〃      632  〃

″    7,042  ″

″   7,034  〃

″    6,990  〃

″   7,516 ″

″   6,550  ″

″   6,168 〃

)モ ロ  1,348 〃

大野  4,655  〃

沐ぎ年 5,441 〃

野田尻 979 〃

〃 200-400  ″

縄文中・弥生・奈良 。平安

縄文早 。中

縄文早・前 。中・奈良 。平安

縄文早・中

縄文早・前・奈良・平安

縄文前・奈良・平安

縄文早・中・後 ?・ 奈良・平安

縄文中

縄文中・弥生

縄文早・奈良・平安

縄文中 ?・ 奈良・平安

古墳 ?・ 奈良・平安

縄文中 ,弥生・奈良・平安

S47.埋蔵文化財包蔵地カード

″

″

″

〃

″

山本寿々雄,山梨県の考古学

S47.埋蔵文化財包蔵地カード

″

″

‐
。３‐

・́
‐
判
一誹

‐―、、__iど

_____十 ~丁
|

ナ  メ  十

/ク

′″
/

ィ́■互軍更

仲大地遺跡の地形図
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(2)地形概観

上野原に住む者に与えられた平坦面,それは断片的でしかも狭小な段丘面であるが,他の地域

と比較し顕著な発達を見せ,本流の相模川,支流の鶴川・仲間川などの河川の働きで,流域に明

瞭な段丘面を発達させている。

対称的な段丘面の形成は仲間川の一部で少々見られる程度で,他の大部分は非対称的な段丘面

の発達である。

大きく三段に分類できる段丘面中,高位に属するものはきわめて狭小であ り, ともすると時代

の古さや浸食の影響のため,定高性をもった馬の背状の発達しか見せない段丘面もある。標高は

約320～340mである。高位段丘の分布は大欄・根本山等である。

中位段丘は広範囲にしかも顕著に発達している。なかでも上野原のある約250～280mの 標高を

有する面は典型的である。

中位段丘面は古 くから生活の場 として利用され, 日野・野田尻・荻野・桑久保・声垣 。大倉・

川合・久保・杖突等,部落の立地も多い。

山地に対し平坦面をなす河岸段丘は,地形的に利用度が高い反面,段丘構成物質の性質上水利

が悪 く,地下水はほとんど得られないという不便さがあり,住民の水に対する苦労はひとしおで

ある。

低位段丘は水面からの比高が最も小さく,かつ現流路に最も近 く,かつまたそれに寄 り添 うよ

うに発達している段丘である。とくに新田のある段丘はその典型例である。

浸食の復活による浸食力の増大は下方や側方の浸食作用をおこし,谷は広 く深 く形成され,原

地形は谷の発達により起伏の激しい地形 と化してしまう。現在見られる地形も浸食作用の結果生

置雪!こξ排葛住段丘

翼訂錘}中
ttti

ＮＩ

盛
潔

第 3図 段 丘 分 布 図
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第4図 地 形 断 面 図

じたものであるが,約20～30万年前の地形景観を推測すると,図のようになる。図の中の線は現

在の相模川,鶴川等の流路であるが,過去の流路と比較すると,谷の位置や方向は今とほぼ同じ

であったことが予測できる。また過去の谷中は今の谷中よりはるかに広 く,平原的景観をなし居

住には現在よりはるかに適していたように思える。

(3)地質概観

地質時代の中できわめて新しい時代の物質,それは段丘礫層やそれらをおおう関東ローム層で

ある。そしてこれらの上台になっている物質は古くは中生代 (約 2億年前)に始まり,新しくとも

新生代前期の第三紀層 (1千万年前)である。上野原町においては北部にきわめて古い中生代の地

層,南部に古い第二紀層前期の地層,中部にやや古い第二紀層後期の地層が分布している。そし

てこれらの地層は基盤をなし, この上に第四紀の砂礫層やテフラがのっているのである。

テフロクロノジーによる富士火山との関係は古くから研究がなされているが,上野原町で見ら

れるのは,高位段丘にのる古富士火山のテフラ等である。

古富士火山の噴火にともなう噴出物には,火山角礫 。灰砂・泥流・溶岩層などが見られるが,

その泥流の中から発見された天然木炭の年齢を放射性灰素 (C・ 4)法によって測定 した結果,

(21,900と )年 (津屋弘達1969)と いう値が出ている。したがって,こ の天然木戊を包蔵す る泥流

を噴出した古富士火山は,今から約 2万 1千年前に噴火したことが推測される。

古富士の泥流の上には整合してスコリア質ロームがのるが, これは古富士火山の末期の活動に

より噴出されたものであり,約 1万年前と考えられている。

ロームの酸性度は,PHが (4.0～6.5)であるため,生物の遺骸は化石として残されてい る場



合がきわめて少なく,化石による層位の決定は困難で,それ以外の鍵層・鉱物組成・不整合面と

暗色帯等の諸特徴により,決めなければならない。

上野原付近に発達する河岸段丘の構成物質は,次のようになる。

高位段丘は砂岸・頁岩・粘板岩・凝灰岩等からなる段丘砂篠層の上に, クラックの発達した黒

褐色のローム層,そ の上に 7～ 8Cmの層厚をもつ木層の御岳山に由来する白色パ ミス (Pm-1)

その上に古富士火山のスコリア混じりのローム層がのっている。また高位段丘中下位にあたる段

丘の構成物質は,砂礫層の上に水成の白色パ ミス (ア リタ状 P範 -1)が 約50Cmの 厚さでの り,

その上にはPm-1が 点在した細砂・ シル トの互層,ま たはシル ト質細砂の中に直径 10Cm前後

の埋積木がはいっている層がの り,さ らにその上には,ス コリア混じりの ロームがのっている。

中位段丘の堆積物はチャー ト・砂岩・頁岩等の礫からなる砂礫層の上に,シル ト質の亜角礫層

が不整合での り,その上に古富士火山に由来する泥流がの り,さ らにその上には,ス コリア混じ

りのローム層がのっている。

これは詳細には赤褐色スコリア質ロームであり,古富士火山の末期の火山活動に由来するもの

で, この活動は約 1万年前まで続いたと考えられている。またこの上に黒い褐色のスコリアがの

っている所があるが, これは新富士火山の活動に由来するものであ り,その年代は数千年前と推

定される。

ローム層中に含まれるスコリアは降下後水磨された形跡があ り,多孔質の角ばったスコリアが

円形になっている層もある。またローム層中下位の方には,水成のパ ミス層もはさまれている。

低位段丘は直接基盤が露出している面,沖積薄層がのる面,ス コリア混じりのローム層ののる

面等がある。以上の段丘中高位段丘と中位段丘を構成している物質を模式的に柱状図に示すと次

のようになる。 (内藤 久敬)
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ローム層

スコリア混 リローム層
スコリアは本層最も円磨度が高い。スコリア②大 ICm、 9 3mm十 一が多い。

ロームの国結度は高い。
二次的に混入 した細砂 を含む。
スコリア混 リローム層。ス:堰鋸維解轄雀「

い。スコリアldI聯をなす。大⑭′5cm、②5mmキー形い。

ローム入 リスコリア質。スコリアは多少水磨 ぎれた形跡がある。大8 3Cm、 9 1Cmキ ーが多い。

パ ミス混 リスコリア質、パ ミス、スコリアいずれも磨された形跡がある。
スコリア② 5mm～ ②lmm、 パ ミス9 5mm、黄色。

ス
玩吃丁

混 りローム、スコリアは亜角状を呈 している。大②lcm、 の2mm～5mmが多量に

スコリア、砂混 リローム層、亜円状のスコリア、95mm～ 21Cm、糸苗礫、極粗粒砂、粗粒砂 を
含む。

第 5図 中位段丘ローム層柱状図

―- 17 -―



８

田

００

５０

Ｍ

Ｔ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ポ

ー

ー

ー

ー

ー

１

１

１

「

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

‥

ギ

ー

ー

ｒ

ド

１

１

上野原画

0

(原 図・ 徳 田 )

第 6図 模 式 桂 状 図

-18 -



第 3章 調査の概要

(1)調査にいたるまでの経過

昭和47年から48年にかけての山梨県埋蔵文化財包蔵地調査の一環として,昭和48年 3月 地元の

横瀬武文の報告及び案内により, 恋塚下・中野原 1・ 2・ 3・ 仲大地等,(株)上野原カン トリー

ツ       ゴルフ場建設予定地内に, 7カ所の遺跡を確認した。

昭和48年 10月 ,上野原考古学研究会員連名で,(株)上野原カントリーに対し, ゴルフ場建設予

定地内の遺跡録護について, 8頂 日の要望書を提出した。

上野原町教育委員会は業者を行政指導するとともに,県文化課の係長及び森,森本両文化財主

事を招き,現地調査を行う一方,同研究会でも東京より川崎義雄,重住豊両先生を招き,現地調

査を行う。

その結果,恋塚下遺跡は弥生時代から古墳時代の上器片が確認され, しかも海抜 540mと 高地

にあり,古い時代の弥生土器ではないかと推測された。中野原 2・ 3遺跡からは,縄文早期及び

土師・須恵の上器片が確認された。

町教育委員会の横瀬教育長をはじめ,前鷹取次長,前木下主任,村止信行係員等の努力で業者

側は,行政発掘の線で動き出した。

昭和49年 1月 7日 から3日 間,業者の依頼により同ゴルフ場建設予定地内の 7遺跡, 8カ 所を

予備調査した。これには森本圭―,川崎義雄,重住豊先生等の指導のもとに,同研究会員を中心

として延べ60人が動員された。

。       その結果,中野原 3遺跡で土師の住居址を確認,中野原 2遺跡では,縄文早期の押型文の上器

片を伴う焼土を発見,仲大地遺跡では,縄文早期の条痕文の上器片を伴う石組を発見等,多 くの

成果がみられた。
C       

町叛育委員会は研究会員の意向を汲み, コース変更等により遺跡を保護するよう業者を行政指

導した。しかし地形上コース変更は不可能という結論に達し,やむなく業者は,文化財保護法25

条により行政発掘調査を申し出た。

昭和49年 7月 3日 ,上野原町教育委員会と上野原カントリーの間で, ゴルフ場建設予定地内遺

跡の行政発掘の委託契約が結ばれた。その内容は,予定地内重要遺跡 4カ所を中心に約 30aをす

でに調査済の予備調査費を含め, 400万円で発掘調査するという厳しいものであった。

地元の埋蔵文化財を守ろうとして立ち上がった。われわれが, このような厳しい条件で,発掘

調査をすることは,大きな矛盾であり再三に及ぶ徹夜の討議の末,町放育委員会が最善の協力を

するという条件で,同研究会がこの調査を担当することになった。もちろん川崎義雄,重住豊両

先生の直接の指導や,慶応大学の江坂輝弥教授の助言があったからこそできたことである。

―- 19 -―



しかし,発掘にかかる直前に町教育委員会の人事移動があり,こ の調査を一層苦しいものにし

たことは,紛れもない事実である。

(2)第 1次調査の経過

49年 7月 8日 (晴)現 地にて,鍬入式および地形測量と基準点の設定。

7月 9日 (晴のち曇)カ ヤやシノの雑草,雑木の刈 り取 りと,グ リットラインの延長お よび テ

ン トの設営。

7月 10日 (曇のち雨)雑 車の刈 り取 りと飲料水の探索,雨の中も続行。

7月 ■日(曇のち雨)器 材の運搬と雑車の刈 り取 り,夜測量の反省と今後の対策について話 し

合 う。

7月 14日 (曇のち雨)水 道の設置とボー リング棒による表上の調査。

7月 15日 (曇のち雨)本 部の宿泊所の交渉および現場の隣接地主宅への接渉。

7月 16日 (曇のち雨)A5区 のグリット設定とA5C5・ A5d4・ A5e5の 3グ リットを掘

り下げ,剥片石器および土器片発見。

7月 17日 (曇のち雨)A5区 の同 3グ リット掘 り下げ,石器および土器片発見。

7月 18日 (曇)A4区 のグリット設定と同 3グ リットの掘 り下げ,A5C5グ リット内に落ち

込み確認。

7月 19日 (雨のち晴)A5C5グ リットの床面清掃と写真撮影およびA5Cl・ A4C2の 2

グリットを掘る。

7月 20日 (晴のち雨)同 2グ リットの掘 り下げと器材の運搬,土器片多数発見。

7月 21日 (曇のち雨)Al区 ・A2区・Bl区・B2区等のグリット設定。A lal・ AlC3・

A2al・ A2C3・ B2alの 5グ リットを掘 り下げ,A lalょ り石組と落ち込み確認 B2al

より勝坂式土器片発見。他グリットより多数の土器片および黒曜石やチャー トのフレーク等多数

発見。

7月 22日 (晴)A6区 ・A7区・A/7区等のグリット設定。B lC3・ B2C3・ B3al・ B

4al・ B5alの 5グ リットを掘 り下げB3alょ り打製石斧と石鏃を発見。他グリットよ り多

数の上器片及び黒曜石のフレーク等多数発見。

7月 23日 (晴) A2C3・ A3al・ A3C3・ B2al・ B3C3・ B4al・ B5al・ A4al・

A/7C3の 9グ リットを掘 り下げB2alよ り押型文土器片発見。B3C3よ り上師器片発 見。℃

の他グリットより上器片多数発見。

7月 24日 (曇のち雨)B3C2・ 3・ 4・ B3d2・ 3・ 4の 6グ リットの表土を剖ぎ,土 師の

住居址らしい落ち込み確認。

7月 25日 (雨)雨 天のため作業中止。現場にて重住豊先生より発掘方法の指導を受ける。

7月 26日 (晴)B3区 の拡張 (B3e2・ 3・ 4)と A lal`B3a5。 A3b5。 A4blの 4

グリットを掘 り下げ,Alalょ リファイヤーピットを確認。B3区より土師の住居 l■L(第 1号住

居址)の方形プラン確認。

0
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7月 27日 (晴)B3区 の第 1号住居址 (以後第 1住と呼ぶ)の掘 り下げとA3a4の 拡 張 および

A lalの写真撮影。第 1住内より良質の粘土発見 (釜 ?)。 床面には全体に波が分布している様

子。夕方地元住民に第 1号パソフ レット配布。

7月 28日 (晴)B3区 第 1住の発掘方法について川崎義雄先生の指導を受ける。

7月 29日 (晴)A′ol区のグリット設定と表土剥ぎ,お よびA6b2・ A6C2の 掘 り下げ県文化

課森本圭一先生現地視察。

7月 30日 (晴)A′ol区の掘 り下げとA6C2・ A6C3・ B5C5・ A7alの 4グ リット掘 り

下げ。A/ol区 よリファイヤーピットを含む土城群確認。また同区より押型文及び条痕文系土器片

多数発見。A6C2よ り諸磯式上器片発見。

7月 31日 (晴のち雨)A/ol地区の上娠群を掘る。B3区の第 1住を掘る。A2al・ A2C3・

B2al・ B2C3・ AlC3の 5グ リットの掘 り下げ,A′ol区 より配石遺構 らしきもの確認。 多

数の上器片と石器および黒曜石のフレーク等も発見。夜発掘方法及び今後の方針について討議し

決定する。

8月 1日 (晴のち雨)A′ol区の上羨群を掘 リセクション図をとる。B3区の第 1住 の 掘 り下

げ,上げ上の整理。

8月 2日 (晴のち雨)B2alに て仲大地遺跡の地層の名称統一。重住豊先生より指導を受ける。

B2C4・ B2d3・ 同d4・ A2bl・ 同a2・ B3b2・ 同b3の 7グ リット表土を剥ぎ,B3区

の第 1住の掘 り下げと写真撮影。A6区の掘 り下げ,A6b2よ り配石および焼土確 認 し清掃し

て写真撮影。A7alよ り落ち込み確認。夕方地元住民に第 2号パンフレッ ト配布。

8月 3日 (晴のち雨)B3区 の第 1住の掘 り下げをしA6区を実測。E01区の掘 り下 げ。遺 跡

全景写真の撮影。第 1住の庶面確認終わ り,見学者の増加が日立つ。

8月 4日 (晴)A′ol区の上城群を掘る。B3区の第 1住を掘 り記 録 写真 (ス ライド用)および

遺物・遺構の写真撮影。A′ol区のセクションベル トの一部を取 り土城群の確認ほぼ終わる。

8月 5日 (晴)休 日,夜反省会。

8月 6日 (晴)A′ ol区の床面清掃。B3区の第 1住の掘 り下げ C lC3・ E01C3の 2グ リット

の掘 り下げを行 う。

3月 7日 (晴)A6区 の掘 り下げ,B3区 の第 1住のセクション図作成。A′ol区のセクション

図作成。D01a lの掘 り下げを行 う。

8月 8日 (晴)A6区 の掘 り下げ,B3区の第 1住内のセクションベル トを取 る。A′ol区のセク

ション図作成。D lblの 掘 り下げ,B3区 第 1住内中央部より大きい炭化物のかたまり (柱 ?)

と西側壁付近より周濤を発見。夕方地元住民に第 3号パンフレット配布。

8月 9日 (晴)A′ol区のセクション図完成と第 1号土残から第 4号土娠を決定。 B3区第 1住

内を保護するため,シ ー トと盛 り上をする。上げ上の整理作業をし夕方,宣伝 カーを使い■ 日の

説明会について地元住民にピーアールする。

8月 10日 (晴)A′ol区の拡張。第 2号土娠の実測。第 5号から第 9号土城決定 し B2区 を掘

る。A6区の掘 り下げA′ol区第 6号土疲よリローム直上に焼土発見。焼土中に黒岩を含み,焼石
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と土器片を発見。第 7号土娠内より条痕文系土器片を発見。

8月 ■日(曇)現 地説明会を開催 し約 100名 参加。A′ol区の上娠群とB3区の第 1住を中心に

重住豊先生説明。町教育委員会臼井次長より挨拶を受ける。

8月 12日 (F青)B3区 の第 1住内釜 (P)実測しA′ol区 とA6区を掘る。E02a l・ 同 C3・

E02a lの 3グ リットを掘る。A6a6よ り落ち込みを確認し茅山式土器片と石器を発 見。E02a

lよ り諸磯式土器片発見。

8月 13日 (晴)A6区 のセクション図執 りと遺物の平板および レベルの測量。 B3区 の第 1住

内釜 (P)の切 り取 りおよび平板測量。A/ol区の拡張により第10号 と第11号土城を決定。石組や      ユ

焼土を発見。

8月 14日 (晴)休 日。                                  v
8月 15日 (晴)A′ol区の拡張部分の清掃 と■号土羨を掘る。A6区の実測作業。上 げ 上 の 整

理。A′ol区の拡張部分で,落ち込みや石組を発見。

S月 16日 (日青)休 日。

8月 17日 (晴)A′ol区の土城を掘 り,A6区 の実測作業。夕方教育委員会と今後の方法につい

て交渉。

8月 18日 (曇)A′ol区の上娠を掘 り,A6区 の実測作業。発掘のまとめについて, )キ 1崎義雄先

生の指導を受ける。夜研究会幹部の話し合い。

3月 19日 (晴)A′ol区の土羨を掘る。A6区の実測作業。

8月 20日 (晴)A′ol区の上城を掘 り,A6区 の実測作業。中野原 2遺跡の現地踏査 と発掘前の

写真撮影。都留市教育委員会 。文化財審議委員 6名見学。

8月 21日 (晴)A′ol区の土渡を掘 り,A6区 の実測作業。夕方研究会幹部東京へ行 く。

8月 22日 (晴)A′ol区の上娠を掘 り,A6区 の実測作業。B3区第 1住の煙道 (P)を 掘る。

8月 23日 (晴)慶 応大学江坂輝弥教授,川崎義雄先生の案内で現地を視察。大韓民国の林先生

も同伴。A′ol区の配石土娠は茅山あた り。同第12号土城は小竪穴住居址 (第 2住居址)と 決 定。
e

床面直上の大形土器片より西 日本的な文化 とくに東海系の粕畑式に類似,午後作業続行。

8月 24日 (曇のち晴)休 日。横瀬武文現地にて見学者に説明。

8月 25日 (雨)現 地での作業を中止し,室内で遺物整理。夜研究会役員会を開催今後の対 策を      1
協議。

8月 26日 (雨)遺 物を整理し,午後町教育委員会と今後の対策について協議。 夕方地元住民に

第 4号パンフレット配布。

8月 27日 (晴)現 地で台風の後かたづけ,中野原 2遺跡で トレンチの雑車を刈 り取 る。

8月 28日 (晴)A′ol区の上羨 とB3区の第 1住を実測。A6区の整理作業。

3月 29日 (晴)A′ol区の上疲 とB3区の第 1住を実測。A6区の整理作業。

8月 30日 (晴のち曇)A′ol区 とB3区の第 1住の整理作業およびA6区の整理作業。現 地 よ り

本部宿泊所へ遺物の運搬と会計整理。

8月 31日 (雨)雨 の中A6区・ A7区 の整理作業。第 1次調査の概報作成。 夕方地元住民に発
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掘調査のスライ ドを公開。夜遺物台帳の整理と概報の印刷。

9月 1日 (大雨)台 風のため慰労会 1週間延期。

9月 8日 (晴)仲 大地遺跡第 1次発掘調査中間報告会および慰労会実施。

9月 13日   町教育委員会と遺跡の保護と今後の調査について協議。

9月 14日   夜,研究会役員会を開き第 1次調査の反省 と今後の対策について協議。

■月 3日   A6区 。A7区にビニールシー トを張 り,盛 り上して遺構を保護する作業。

11月 4日  遺構の保護作業完了。

11月 5日  教育委員会と第 1次調査の整理 と今後の対策について協議し昭和50年 3月 ま で

に,遺構・遺物について整理し,図版等を作成, ゴルフ場予定地内の他遺跡に対 し, コ ー ス変

更,工事方法の改善等により保護し,仲大地遺跡の第 2次調査が出来るよう町教育委員会は業者

を行政指導する等の結論を出す。

以上が第 1次発掘調査の主な経過であるが,その後上野原カン トリーの経営者交代等いろいろ

な出来ごとがあり,昭和50年 2月 10日 ,業者の依頼によリゴルフ場建設予定地内の主 な 4遺 跡

に, ビニールテープを張 り所在を明確にする作業を実施,業者より工事方法 (盛 り上等により)お

よびコースの変更をすることの了解を得た。

(31 第 2次調査の経過

50年 7月 5日 仲大地遺跡第 2次発掘調査調査団会議を開催第 2次調査の内容と方法を決定。

7月 16日 (晴)現 地にて鍬入式。器材の整理 と水道の修理を行 う。

7月 17日 (晴)休 日。

7月 18日 (晴)雑 草の刈 り取 り。水道の修理,80mト レンチの設定と表土剥ぎ。

7月 19日 (晴)30mト レンチの表土剥ざ。

7月 20日 (晴)A6区 ・A7区の盛 り土とビニールシー トの排除及び整理。

7月 21日 (雨)A6区 。A7区の整理 と土城のプラン確認。

7月 22日 (晴)A6区 ・A7区の整理 と土疲のプラン確認。褐色土 (ソ フトローム)直上 よリチ

ャー ト製スクレーパー・黒曜石製剥片石器・尖頭器 (P)等を発見。

7月 23日 (晴)A6区 ・ A7区の清掃 と土城のプラン確認。 ローム直上より表裏縄文土器片発

見。

7月 24日 (晴)A6区 の一部を拡張し第 2層まで掘 り下げる。土器片等多数発見。

7月 25日 0青)A6区 ・A7区のセクション図作成 と平板測量。 A7区の第 3号・第 4号土城

を半分掘る。第 3号土j/R内 より条痕文系の上器片発見。第 4号土娠内より,尖底土器 の 底 部 発

見。

7月 26日 (晴)A6区 ・A7区の平板測量と第 3号 。第 4号土羨内の断面図作成。 80mト レン

チの掘 り下げ。

7月 27日 (晴)A7区 の第 3号 。第 4号土城を掘 り上げる。 80mト レンチの掘 り下げと雑車の

刈 り取 り。第 3号土残内より尖底土器の底部発見。
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7月 28日 (晴)8011nト レンチの掘 り下げ,押型文土器片や加曽利 E式 (P)土器等多数発見。

7月 29日 (日青)A01区 を拡張し表上を剥ぐ。午後ロームまで掘 り下げ, 拡張部分からはあま り

遺物も見られず,土城群の広がりも確認できない。夜,宿舎にて津久井高校生の ミーティング実

施。

7月 30日 (晴)A01区 の拡張部分の掘 り下げと清掃。A6区の整理。 A01区の拡張部分より数

力所の落ち込み確認。

7月 31日 (晴)休 日。

8月 1日 (晴)A01区 の拡張部分のセクションベル トの一部を取る。A7区の上城 を 写 真 撮      
マ

影。

8月 2日 (晴)A01区 の拡張部分の清掃。80mト レンチのセクション図作成, A01区の拡張部      ニ

分より,土師の住居l■ らしいもの確認。

8月 3日 (晴)A01区 の拡張部分の上師の住居l■ らしいものの掘 り下げ。 80mト レンチのセク

ション図作成。A6区第 1号・第 2号土羨を掘る。

8月 4日 (晴)A01区 の拡張部分の土師の住居址らしいものの掘 り下げ。 80mト レンチのセク

ション図作成。夜,発掘方法等の反省会を開き今後の対策を決定。

8月 5日 (晴)80mト レンチのセクション図作成。 Al区およびA01区の拡張と掘 り下げ,A
6区の 1部拡張。

8月 6日 (晴)80mト ンンチのセクション図作成。A01区 の南北セクション図作成。 A01区 及

び80mト レンチの写真撮影。A01区のセクションベル トを取る。A01区 のセクションベ ル トよ

り,押型文土器の尖底部発見。

8月 7日 (雨)現 地での作業中止,宿舎で遺物の整理Э

8月 8日 (曇 り)80mト レンチのセクション図作成。A01区の清掃。A6区拡張部分 の掘 り下

げ。Cl区の雑草を刈 り取る。A01区 よりいくつかの落ち込み確認。

8月 9日 (曇)Cl区 のグリット設定。A01区 の小 ピット群を掘る。A6区の拡張部分ローム

まで掘 り下げる。80mト レンチのセクション図作成。A01区 の上師の住居l■ らしい ものを掘る。       
心

A01区の土師の住居址らしいものは,張 り床と釜および床面直上より大形の土師器片を発見。土

師の住居 l■L(以後第3住 と呼ぶ)と決定。A6区の拡張部分より大形の撚糸文 土 器 (井草式?)片       `
を発見。

8月 10日 (曇)80mト レンチのセクション図完成。Cl区の表土剥ぎ。 A01区の小ピット群の

平板測量。A6区 また拡張,同大形土器片発見の小ピットを掘る。

8月 11日 (曇)A01区 およびA6区の写真撮影。A01区 の第 3住の清掃。 Cl区の表土剥ぎ。

8月 12日 (晴)A01区 の第 3住を釜切 りだけ残して掘 り上げる。 Al区の落ち込みを掘る。 C

l区の表土剥ぎ。A6区の拡張部分掘 り下げ。A6区の拡張部分で,上城 とファイヤーピットを

確認する。

8月 13・ 14・ 15日 休日。

8月 16日 (曇のち雨)Al区 の落ち込み掘 り下げ,雨のため午前中で作業中止。
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8月 17日 (雨)作 業中止。

8月 18日 (雨のち晴)Al区 の落ち込みを掘る。Cl区の清掃。A01区の小ピット群 の平板測

量完成。Al区の落ち込みは遺構でないことを確認する。

8月 19日 (晴)Al区 の落ち込みを掘る。A01区の第 3住の釜の一部を掘る。 Cl区 の清掃 と

落ち込みの調査。Al区の小竪穴らしい方形の落ち込みは木面がきまらず,立ち上が りも弱いた

め,住居址でないことを確認する。

8月 20日 (晴)Al区 の落ち込み掘 り上げる。A01区の南北セクション図完成。 A01区の第 3
°
      号住の釜の断面図作成。Cl区の清掃と落ち込みの調査。

8月 21日 (晴)Al区 のセクションベル トを取る。A01区 の第 3号住の平板測量。 Cl区 の清

。      掃 と落ち込みの調査。Cl区とC2区にまたが り,約12m× 12mの面積に表土を剥 ぎ調 査 し た

が,遺構らしい落ち込みは確認できなかった。

3月 22日 (曇のち雨)雨 のため作業を中止し,地元住民にパンフレットを配布。

8月 23日 (雨)作 業中止。

8月 24日 (晴)台 風の後かたづけ。A5d5の 掘 り下げ。A6区のファイヤーピットを 掘 る。

A6区の埋め戻し作業。A5d5よ り上器片 と石器等多数発見。

8月 25日 (晴)A01区 の第 3号住の測量を終わ り写真撮影。 A6区のファイヤーピット内の断

面図作成。A5d5を 掘 り下げ。A6区 の埋め戻 し作業。

8月 26日 (晴)Cl区 のセクション図作成。A6区 にロームまでのテス トピットを掘る。

8月 27日 (晴)A6区 のロームヘのテス トピットを掘 り下げ る。 A6区のファイヤーピッ トの

測量完成。A6区の埋め戻し作業。A6区 のロームまでのテス トピットで,ロ ーム層 中 よ り黒

曜石の破片発見。夜,反省会にて今後の整理作業について討議する。

3月 28日 (晴)A6区 のロームヘのテス トピットを掘 り下げる。 A6区 ファイヤーピッ トおよ

び集石の整理。A6区の埋め戻し作業。

3月 29日 (晴)危 険性のある廃上の山の処理作業。現地作業完了の祝。水道ホース・器材・器
°
      具の整理 とその運搬。

8月 30日 (晴)甲 府より見学者あ り,現地を案内する。

。       9月 7日 (晴)A6区 のロームまでのテス トピットの断面図と写真を撮 り,埋め戻す。

9月 13日 (晴)仲 大地遺跡第 2次発掘調査,報告会及び慰労会実施。
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第 4章 遺

(1)上 層

本遺跡には各時代の遺構が,台地上に点在していることと,山際の台地の付け模と先 端 部 で

は,著しく土層が異なっていたため,約70mにおよぶ トレンチを掘って土層を調査した。図示し

たこの上層は台地の東西セクション図である。

第 1層は表土で15～40Cm(上部山際が薄く,下部先端部が厚い)の厚さに堆積しているやわらか

い黒色腐植上で, カヤ・ ツタ 。シノ等の根が張っていた。遺物は少なくほとんどが,土器の小破

片であった。台地の上部山際では土師器片を中心に確認された。

第 I層は砂質の黒褐色土を主体とし,ス コリア粒を含有する粘性のない層である。

第 1-1層 と第 I層 とは土質が同じであるが,推積した時期が異なると思われる。すなわち I

-1層 は土師片を主に合有し, I層は縄文前期の上器片を主に含有していた。

第 Ⅲ層は暗褐色上で,ス コリア粒を I層 より多 く含有している。主体 となる粒子の大 きさはほ

ぼ同程度だが,粘性は I層 より強い。Ⅲ-1・ 2・ 3・ 4・ 5は Ⅲと同質であるが,含有する遺

物が異なっていた。すなわちⅢ-1は主に上師片を合み, Ⅲは縄文早期の上器片を主に合んでい

た。なお,Ⅲ -2・ 3・ 4・ 5は俸1木痕と思われる。

第Ⅳ層は褐色上であり, ソフ トローム層へと続 くため,ス コリア粒を多量に含み, 粘 性 も強

い。この層からは縄文早期の上器片が主に発見され,表裏縄文土器もこの層から確認 され て tヽ

る。

第 V層 は黄褐色土でスコリア粒を含み,粒子が粗 くパサパサしている。台地中央部より先端部      。

にかけて堆積してお り,縄文中期の土器片を主に包含している。

第Ⅵ層は赤褐色土で粒子は細かいが,粘性はなくスコリア粒を少量合有する。おもに縄文前期

の遺物包含層 と思われる。

第Ⅶ層は暗黒褐色土でスコリア粒を多量に含み,粒子は粗 く粘性はない。おもに縄文前期の遺

物を包含している。

第Ⅷ層は黒色土でスコリア粒をごく微量に含み,粒子は粗 くゴリゴリしている。この層から縄

文中期の上器片を確認している。

第X層はいわゆるソフ トローム層である。図では部分的にしか見られないが, 30～40Cmの 厚

さに堆積し,ハー ドローム層へと続いている。

以上が主な概要であるが, このセクション図でわかるように土層が非常に複雑であるため,土
層番号が層位的に付けられていないので,その見方に特に注意されたい。

(山田 行輝)
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第 7図 遺 跡 土 層 図

121 住居址

本遺跡において,土師・須恵を伴 う住居l■ が発見されることは,当初予想もしなかったが,第

1次調査で台地中央部の北側より第 1号住居址が発見され,第 2次調査でも台地の上 部 山 際 よ

り,第 3号住居llLが発見されたのである。今回の調査では,台地の北側半分しかできなかったた

め, 2基しか発見できなかったが,はたしてこの台地に当時の乗落があったか否かは確認できな

かった。しかし地形的にみて,大規模な乗落でなく小規模なものであったと推測される。

第 1号住居址

調査過程を層序別に説明すると次のようである。

(り 表土第 1層 (第 8図-1)

カヤ, シノ等の根を含む黒色腐植土で,かつてこの台地が開墾された時は,耕作土となった地

層である。出土遺物は土師器片及び縄文早期の貝殻条痕文系土器片等が見られた。この縄文土器

片はおそらく,A′ol区 よりの流入と思われる。第 2層 は第 1住で切 り込んでお り,そのプランや

焼土等が確認された。

12)第 1号住居内覆土第 1層 (第 8図-2)

黒々とした黒色土で砂質を合み,粘性のない土層である。出土遺物は土師器片16点,縄文早期

の押型文土器片 2点を含んでいた。おそらくAl区 より押型文が多く見られたことから,そこか

らの流入と思われる。
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③
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第 8図 第 1号住居址平面図 (第 8図-1)
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No l 土師器片

2 同  上

3 同  上

4 同  上

5 同  上

6 同  上

7 同  上

8 同  上

9 同  上

10 須葱器片

H 同  上

12 土師器片

13 同  上

14 同  上

15 同  上

16 同  上

17 同  上

18 同  上

19 同  上

20 同  上

21 土師器片

22 同  上

23 同  上

24 同  上

25 同  上

26同  上

27 同  上

23 土師器片

29 同  上

30同  上

31 同  上

(第 8図-3)

(0 第 1号住居内覆土第 2層 (第 8図-3)

黒色土でスコリア粒を合み,やや粘性のある土層である。出土遺物は土師 。須恵器片31点,そ

れに炭化物 (木炭状)が多量に見られ,床面を覆 うように存在するものと推測された。

(0 第 1号住居内覆土第 3層 (第 8図-4)

黒色土でスコリア粒をかな り合み,粘性のある土層である床面東部にはほとんど見られず,西

側の壁近 くで厚 く堆積している。出土遺物は土師・須恵器片■点である。

(5)ま とめ

第 1号住居址は不整隅丸方形プランを呈し,単独住居址で複合は認められなかった。東西 3m

80cm,南北の西側 4m,東側 5 mlocmの住居址である。北西の隅に一部周濤が見られた。東側

の壁面に焼土 と多量の灰を確認し,火使用の痕跡 (釜 ?)カミあった。とくにその部分に大小 7個

位の石が見られ,一部に煙道らしき物も見られ,芯に石を用いたカマ ドが崩されたものではない

かと推測される。床面中央部に大きな木の炭化物が見られ, この住居が火災にあったことも考え

られる。しかし出土する遺物が貧弱であり,完形品がほとんど見られなかったことなどから,や

は り捨てられた住居址だと思われる。

第 3号住居 (第 9図 )

表土第 1層を剥ぐと,は り床式の住居が確認された。不整方形プランを呈し,単独住居址であ



血 I土師器片

2同  上

3須恵器片

4主師器片

S石
6 土師器片

7 須恵器片

8 同  上 底部

9 土師器片 口緑部

10 同  上

I! 同  上
B

斗

(第 8図-4)

る。東西 3m60Cm,南北 3mで,東側に張 り出し部分を持ち,南壁面及び西壁面に周濤があり,

北側にある濤に流れ出すように構造化された住居である。東側の張 り出し部に焼とがあ り,その

部分から土師器片が集中して発見された。床面には径約17・ 24・ 20Cm,深さ約10Cmの 3個の小

ピットが確認された。また焼土中には焼石がしかれてお り,一部分にカマ ドらしきものも見られ

たが,樹木の根等で崩されてお り確認できなかった。

第 3号住居址周辺の状況

第 3号住居址の北壁面には,北東に走る濤があり,濤に沿ってその】ヒ側に方形の人為的と思わ

れる小 ピット群が計画的に分布してお り,さ く (棚)ではないかと推測される。

(田中 悟)

(3)土境群 I(A地点)

A地点としたのは,本遺跡が占地する台地の上部山際A′ol区である。 すなわちA lalグ リッ

トより集石 と焼土を伴 う第 1号土残が発見され,A′ol区が拡張されたのである。でこには約20基

位の上城が確認されたが, とくに人為的と思われるものを15基調査した。

なおA地点,すなわちA′ol区の東西及び南北のセクション図 (第10図)を挿入し,その上層 及

び覆上の説明をしてあるので,遺構と対比して見てもらいたい。
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Ⅸ層

X層

�層

O褐色土 (ス コリアを含む)

第 4号土壊の覆土

。貢褐色土 (ス コリアを含む)

ローム層

第10図 A地点東西セクシ ョン図 (第10図-1)

第 1号土竣 (第 12図 )

ほぼ隅丸長方形のプランで長軸146Cm,短軸63Cm,深 さ5Cmの土疲である。 底面は平坦で,

壁がやや傾斜をもって立ち上がっている。長軸東側の覆土第 1層上面 より,傘大の焼石20個程を

認め,長軸西側より焼土を確認した。覆土中には遺物が見られなかった。

第 2号土境 (第13図 )

ほぼ隅丸長方形のプランで長軸165Cm,短軸75Cm,深 さ75Cmの上1/kである。東西の壁は垂直

に近 く,南北の壁はオーバーハングしている。 底面は平坦で,長軸に沿 ってそれぞれ径 25Cm,

30Cm,深 さ50Cmの ピット2個を有する。なお他の上壊 と比べ最も深 く,壁面や底面など非常に

しまりが良い。覆上の状態は大部分がロームブロック層であり,上部は褐色土層である。土壊の

周囲には取 り巻 くように,傘大を中心とした大小の配石が見られた。

第 3号土境 (第14図 )

ほぼ楕円形のプランで長軸85Cm, 短軸45Cm, 深さ15Cmの小形の上羨である。東側の壁は垂

直に近 く,西側の壁はなだらかに立ち上がっている。底面はほぼ平坦で東壁に径40Cm,深さ20C

mの ピットを有する。覆土中より縄文早期後半の土器片を発見した。

第 4号土鳩 (第15図 )

精円形のプランで長軸132Cm,短軸55Cm,深 さは西側の壁で22Cmを測る土疲である。壁は,

なだらかに立ち上が り,底面はほぼ平坦で,東側の壁に径30Cm,深 さ20Cmの ピットを有する。

第 5号土境 (第16図 )

不整楕円形のプランで長軸145Cm,短軸■5Cm,深さ30Cmの割合大形の上羨である。東 西 の

壁はほぼ垂直に近 く,南北の壁はなだらかに立ち上がる。底面はほぼ平坦で東壁に径 30Cm, 深

さ10Cmの ピットを有する。

A地点南北セクシ ョン図 (第10図-2)



第11図 A地点土境分布図

0

第12図



第13図  A地点第 2号土境

第 6号土境 (第17図)

ほぼ楕円形のプランで長軸150Cm,短軸90Cm,深 さ30Cmの上残である。南側の壁では本土疲

が 7号土竣を切ってお り,】ヒ側の壁はゆるやかな傾斜をもって立ち上が り,底面はほぼ平坦であ

る。
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m
第14図 A地点第 3号土境

第 7号土境 (第17図)

不整精円形のプランで長軸105Cm,短軸60Cm,深 さ25Cmの 土羨である。南側の壁は 8号 ,

第15図 A地点第 4号土媛
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第16図 A地点第 5号土境

号土城 と接してお り,北側の壁は,6号土壊によって切られている。底面は平坦で東壁に径20Cm,

深さ10Cmの ピットを有する。

第 8号土境 (第17図)

ほぼ楕円形のプランで長軸70Cm,短軸40Cm, 深さ35Cmの小形な土壊である。 壁は】ヒ側で垂

直に近 く立ち上がり,南西側ではなだらかに立ち上がる。東側の壁で 7号, 9号土壊 と接する。

第 9号土境 (第17図 )

不整楕円形のプランで長軸120Cm,短軸75Cm,深さ30Cmの上壊である。北東側の壁で 8号土

疲 と接し,南側で11号土城と接している。北西狽Iの壁はなだらかに立ち上がり,底面は平坦で北

狽よに厚さ10cm程の焼士が堆積していた。なお覆土中より,縄文早期後半の条痕文系土器片 が 発

見された。

第10号土壌 (第17図 )

精円形のプランが推測でき,長軸90Cm,短軸,測れず,深さ20Cmの 上城である。西側 と南側

の壁は急傾斜してお り,東側で11号土羨に切られている。底面はほば平坦である。
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a

第17図  A地点第 6～ 15号土壇

第11号土境 (第17図 )

楕円形のプランが推測でき,長軸,測れず,短軸70Cm,深 さ25Cmの上壊である。東側の壁は

なだらかに立ち上が り,13号土城によリー部分破壊されている。南側の壁は垂直に近 く立ち上が

り,西側と北側の壁で, 9号 ,10号土疲と切 り合ってお り明らかでない。

なお本土城の中央部に焼土が見られた。
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第13号土境 (第17図)

ほぼ橋円形のプランで長軸106Cm,短軸65Cm,深 さ25Cmの上壊である。壁は全体になだらか

に立ち上がり,底面が平坦で南側に焼土が堆積している。なお東側で14号土城 と接し,南側で11

号土娠を切っている。

第14号土境 (第17図 )

不整楕円形のプランで長軸110Cm,短 軸75Cm,深 さ25Cmの上娠である。 壁は北側でほぼ垂直

に,南側でなだらかに立ち上がっている。東側で15号土城に切られ,西側で13号土壊に接する。

底面は平坦で径25Cm,深 さ10Cm程のピットを持ち,中央部のほぼ全面に焼土が堆積している。

第15号土境 (第17図 )

ほぼ精円形のプランで長軸75Cm,短軸50Cm, 深さ30Cmの小形土疲である。 壁は全体になだ

らかに立ち上が り,底面は平坦である。なお西側で14号土城を切っている。

第12号土境 (第 2号小竪穴住居址)(第 18図 )

不整方形のプランで長軸 5m,短軸 2m30Cm,深 さ25Cmの遺構である。壁の立ち上が りは全

体にほぼ垂直であり,西側が良くしまってきまっているのに対して,東側はやや軟弱である。床

面はほぼ平坦であ り,南東側の壁面に少量の焼上が見られた。壁に沿って,深さ15Cm程の小ピッ

トが 5個確認された。出土遺物としては, 西側の壁付近に流入したと思われる大石 (30× 40Cm)

の下の床面直上に敲石 (第44図-56)と 凹石 (第44図-55)がセットで発見された。また中央 部床

面直上より,粕畠式 ?(第39図-39)の 口縁部, 大形土器片が発見され, 本遺構の時代決定に重

要な資料 となるものと思われる。なお覆土中にも未完成の石器や,黒曜石・水晶・チャー ト等の

破片が多量に確認された。

まとめ

A地点の土城群及び住居址は,その形態や性格から5種類に大別されるものと思われる。

第 1類は第 1号土疲 1基で,集石と焼土を持ちその集石が焼けていることから,明 らかに炉穴

(フ ァイヤーピット)である。しかしB地点に見られた炉穴 (第 5乳どめ とは,プ ランが著 し く

異なり時期や文化の異質なものと思われる(第19図 )。

第 2類は第 2号土娠 1基で,その形態が他の土娠 とまったく異なってお り,深 くォーバーハン

グして掘 り込んでいる。低部には50CIIIIも 深 く掘 り込んだピットを 2個有し,周囲に配石が 見 ら

れることから,墓穴としての性格が強いと思われる。またその異状な深さと, 2個のピットから

落穴説も充分考えられる。この上娠は技術的に見て他の上残とは時期的に異なるように思うが,

今回の調査では,それを実証することができなかった。

第 3類は第 3・ 4・ 5号土城の 3基で,精円形のプランを持ち,東側に 1個のピットを有する

土壊である。その形態はまったく類似しており同時代,同一用途に作られたものと思われる。

第 4類は第 6～ 15号土疲(第12号土IIAを除く)の 9基で, これ等は相互に切 り合っており重複土羨

である。これは縄文早期における移住生活や,掘 り具の未発達を物語る重要な遺構である。第4

類の土城はその性格から次の二つにわけられる。

(り 焼上を伴うもの (第 9。 11・ 13号土獲)
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a

第18図 A地点第42号土境 (第 2号小竪穴住居址)

この土j/1ははっきりした集石は見られないが,やは り炉穴 (フ ァイヤーピット)と 思われる。周囲

からかな り多くの焼石が散乱して見られることから,表上がきわめて薄いため攪乱により,集石

がこわされたものか,ま たたび重なる重複により, こわされたものかのいずれかが考えられる。

(2)焼土を伴わないもの (第 6'7・ 8・ 10。 15号土壌)

この中にはピットを 1個持つもの (第 7号」漿)が 1基だけ含まれているが,たび重 な る重 複

でその形態は明確でない。これ等の上城はおそらく第 3類に近 Vヽ隆格をもつものと推測される。

第 5類は第12号土城 1基である。これは土疲 と呼ぶより,小竪穴住居址と見るべきであろう。

すなわち縄文早期に見られる住居l■である。この小竪穴はその出土遺物から見ると,縄文早期後

A地点第42号土境 (第 2号小竪穴住居址)
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第19図 A地点土墳群及び礫分布図

半の子母口式土器の時期に,比定されるものと思われるが,東海系の要素を持つ点, とくに興味

深いものがある。今後の類似遺構の究明に参考となるものと思われる。

(佐藤 正)

(4)上士廣群I(B地′く)                                      0

B地点は当遺跡が占地する台地の先端部,A6。 A7区である。B地点の調査は予備調査で確

認した,A6b2グ リットの石組み (第 2号土獲)を検出することから始めた。石組みは表土 より       ・

70Cm程あり, 他の遺構および遺物の保存状態は良好と考え,石組み(焼上を伴っていた)を中心と

した当時の生活跡の把握をめざして調査を進めた。

(1)礫につ いて

調査が進むにつれて, 10マ 20Cm程の礫の存在が気にかかるようになった。礫は表土を剥いだ

位置から目立つようにな り,第 4層 (黒裾色土)ま でまんべんなく認められた。

篠群の面的広が りの把握に努めたが,時間的な制約もあ り図面に落して,随時取 り上げていっ

た。第21図はソフ トローム上面の礫である。第22図は黒褐色土中の礫である。第23図は集石土羨

(第 5号土墳)と その周囲の際である。

ここで気にかかるのは第24図の集石土城 とでのかたわらにある集石の存在である。この上猿よ

s ? 略   
°
   G  州

る。心 suぎ ぎ彙(5
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0
第20図 B地点土境分布図

り焼土および焼けている礫が認められた。またその集石中にも顕著に焼けていると思われる礫が

認められた。

第22図で示した篠群の広がりについては,予想外に攪乱を受けているために,それ自体ではさ

ほど意味を持たないものと考えている。  ヽ

第21図で示したソフ トローム上面の礫の存在については,石組 (第 2号」働 以外のものが,

特に何か意味を持つものか否かは不明である。

(2)遺物 の出土状態について

遺 /7/Jは予備調査の際,第 3群・第 4群 。第 5群 。第 6群土器が認められ,概括的に縄文早期及

び前期を予想した。調査の進展につれて,第 7群土器片は攪乱層からの出土である。プライマ リ

ィーな状態は,第 4層 (黒褐色土)以下でないと望めないことが判明した。 第 4層および第 5層

(ソ フトローム)上面からは第 1群～第 5群の土器が認められた。その中で最も出土量 の多 か っ

たのは第 4群および第 5群の土器であった。
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第23図 B地点第 5号土壊と燒石図

石器は石鏃・スクレイパー・礫器等かなり多 く発見された。また黒曜石 。チャー ト等のフレー

クも多く見られた。

(3)土媛について

B地点からは人為的と思われる土疾が計 8基確認された。これ等に台地の先端に向かって,第
1号から第 8号の番号を付けることにする (第20図参照)。

第 1号土壊 (第21図 )

不整円形のプランで長軸60Cm,短軸50Cm, 深さ20Cmの上城である。 底面はなだらかなカー

ブを描き壁へと続いている。覆土第 1層は赤色スコリアを少量含み,粘性を帯びた黒褐色土。第

2層 は第 1層 より黄味が強 く,赤色スコリア・炭化粒を少量含む黒褐色土である。遺物は第35図

(りの口縁部が,覆土第 1層 より発見された。

ぎ碁ど溌

50c



一

0
第24図 B地点遺物分布図

第 2号土壌 (第21図 )

精円形のプランで長軸55Cm,短軸40CIn,深さ8Cmの小さな土疲である。中には焼上が 堆 積

し,その上に篠が図のように配されていた。しかし篠そのものはさほど焼けているとは思えない

ものであった。

第 3号土壌 (第21図 )

不整橋円形のプランで長軸105Cm,短軸70Cm,深 さ18Cmの上城である。底面からゆるかやな

カーブを描いて立ち上が り壁に続いている。短軸部に深さ38Cmの小ピットを有する。 覆士はス

コリアを多量に含み,粘性のない黒色上であった。遺物は見られなかったが, 覆土上面に20Cm

程の角礫が認められた。

第 4号土境 (第21図 )

不整精円形のプランで長軸170Cm,短軸120Cm, 深さ80Cmの大きな土城である。 底面からだ

- 45 -―
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第25図 B地点第 1号土墳

らだらとした立ち上が りで覆土は,ス コリアを多量に含み,粘性のない黒色土である。遺物は見

られなかったが,覆土上面に40Cm× 20Cm程 の礫が認められた。

第 5号土堤 (第23図 )

不整円形のプランで長軸80Cm,短軸78Cm,深 さ 15Cmの 当遺跡では特殊な土城である。底面

はほば平坦で,覆土は第 1層が焼土を多量に含み,質の緻密な黒褐色土,第 2層 が焼土を少量含

む掲色上である。覆土第 1層 中に余大の礫が,かな り認められた。この礫はほとんどが焼けてい

ると思えるものであった。礫以外に遺物は見られなかった。

第 6号土境 (第23図 )

不整円形のプランで長軸104Cm,短軸85CIn,深さ24cmで,第 5号と同質の土城である。底面

はほぼ平坦であり,壁はなだらかに立ち上がっている。覆土は第 1層 が赤色スコリアを少量含み ,

粘性のない黒色土,第 2層 が赤色スコリアを微量含み,粘性のある黒褐色土で炭化粒 を 若 千 含

む,第 3層が赤色スコリアを少量含み,粘性のある黄褐色土である。遺物は覆土第 1曙 より,時

期不明の土器片 2個を発見した。また壁に礫 2個が密着していた。この礫は二つとも焼けている

と思えるものであった。

0

―- 46 -―
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a

第26図 B地点第 2号土境

第 7号土境 (第22・ 24図)

不整精円形のプランで長軸155Cm、 短軸105Cm,深さ50Cmの大きな土城である。底面はほぼ平

坦で,壁は一部を除いて垂直に立ち上がっている。覆上の黒褐色土中より,第35図 14)の 土器が発

見された。

第 3号土境 (第22・ 24図 )

不整精円形のプランで長軸170Cm,短軸120Cm, 深さ30Cmの大きな土娠である。 底面はほぼ

平坦であり,壁はほぼ垂直に立ち上がっている。覆土の黒褐色土中より,第37図-8の 上器片が

発見された。

まとめ

B地点の上壊群はその形態や性格から, 4種類にわけられる。

第 1類は第 1号土娠 1基で,その性格は埋め甕的要素を持つものと思われ,時期的にも撚糸文

系土器に伴う古いものと思われる。
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|

第27図 B地点第 3号土壊

第 2類は第 2・ 3号土疲 2基で焼土と配石を持つ,小形の第 2号土城 とそれに並ボ第 3号土城

とである。

第 3類は第 4・ 7・ 8号土城 3基で,楕円形プランを呈し,その形態において共通性がある。

とくに 7・ 8号土壊からは覆土中より,早期後半の尖底土器の底部が発見されてお り,何らかの      。

関係が考えられ興味深い。

第 4類は第 5。 6号土城 2基で,覆土中に焼土と焼石を合み,捨ばに焼石の集石が見 られる。

第 5・ 6号土坂は並ぶようにあり,形態的にも共通している。この 2基の上疲が,確認された層

位は他の上壊 より浅い位置にあることから,時期的にも他の上残より,新しいものと思われる。

土娠の用途については従来,墳墓説・貯蔵穴説 。おとし穴説等あるが,第 2類 と第 3類は明ら

かに炉穴 (フ ァィャーピット)と して使用されてお り,今後の研究に奴味深いものがある。 また第

3類の大形土疲は,その形態から見て貯蔵穴に近いと思われる。しかしそれを証明する証拠は確

認することができなかった。

第 1類は前に述べた通 り,ま ったく特殊な例で,はたして土残と呼べるかどうか疑問がある。
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第28図 B地点第 4号上境
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第29図 B地点第 5号土境
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第30図 B地点第 6号土竣
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第31図 B地点第 7号土境

０

　

　

　

　

こ

第32図 B地点第 8号土境
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第 5章 遺

本遺跡で発見された遺物は土師・須恵の時代から縄文早期初頭まで広範囲におよび,その数も

多いので,遺構にあわせて,三つに大別した。すなわち,住居址に伴う土師・須恵の遺物と,土

城群に伴った土器と石器である。

(1)住居址内の出土遺物 (第33・ 34図 )

1は土師の甕の口縁部破片である。表面は,胴部にかけて櫛状箆による,縦方向に走る整形を

してあり,裏面は横方向に走る整形がほどこされている。

2は,土師の杯の破片で, Pク ロ整形後,箆によって底部を削った痕跡をとどめている。

3は ,須恵の甕の底部破片である。表面はタタキロを残し,裏面には言クロ整形の痕跡をとど

めている。

4は,土師の壷の口縁部破片で, 口縁部は外反している。表面に胴部にかけて,櫛状箆による

縦方向に走る整形をしており,裏面には口縁部と胴部を区切って,横方向に走る整形が反対方向

になされている。                                 ・

5は,須恵の甕の底部破片で,高台付きである。ロクロ整形,底部糸切 り技法使用後,高台を

付けたと思われる。裏面には釉がほどこされている。

6は ,須恵の甕の胴部破片で,ロ クロ整形後,タ タキ板でたたかれており,タ タキロが見られる。

7は,土師の甕の胴部破片で,表面は櫛状箆による縦方向に走る整形が見られ,裏面は左右交

互に,櫛状箆による傾斜した方向に走る整形がほどこされている。また表面に, カマ ドによる煮

沸のために,使用された甕とみられる長胴甕らしい火院のあとをとどめている。

8～ 12は,第 3住より出上の上師片で,ほとんど甕の破胴部片である。表面には櫛状箆により

縦方向に走る整形がほどこされており,裏面には,左右交互に傾斜した方向に走る整形がほどこ

されている。 8,12に は,煮沸による火焼のあとをとどめている。

まとめ

とくに高台付,糸切 り技法等を使った時代の新しい時期の須恵器が出土したことと, カマドの

発生以後に登場する長胴甕が見られること等から,第 1住 。第 3住は,土師編年の国分期に相当

するものと思われ, これ等の遺物は同期の土師・須恵であると思われる。

(田 中 悟)
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第33図  第 1号住居址内出土遺物
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(2)土と廣群 出土遺物

島 土 器

日

島

ロ
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15 cm

0

第35図 土墳群出土遺物 (図上復元)



O

15cm

第36図 土壊群出土遺物 (図上復元)
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る
。

・
口
縁

と
胴
部

に
5

の
補

修
孔

が
認

め

″
し
る
。

・
尖

底
部

に
薄

く
淡

い

ク
リ

ー
ム

色
の

が
付
着

し
て
い

る
。

・
よ

く
精

選
さ
れ

若
干

白
色

の
細

粒
を

含
有

し
て

い
る
。

・
石
英

粒
及

び
雲

母
含

有
。

・
粒
子

が
荒

い
。

・
口
縁

か
ら
胴

部
に
か

け
て
は
淡
黒
色
。

・
胴

部
か

ら
底
部

に
か

け
て
は
淡
赤

裾
色
。

・
裏
面

は
茶
裾

色
を
呈

し
て
い

る
。

・
口
縁

は
淡

黒
色
。

・
胴
部
及

び
尖

底
部

は

赤
褐

色
。

・
全
面

平
滑

に
調

整
さ
れ

て
い

る
。

と

く
に
器
表
面

は
丁

寧
に
調

整
さ
れ

て

い
る
。

・
離
面

に
ナ

デ
に

よ
る
調

整
痕

が
認

め

ら
″
し
る
。

・
器
表
面

は
平
滑

に
調

整
さ

れ
て

ヤヽ

る
。

・
よ

く
精

選
さ
れ

粒
子

が
こ
ま
か

い
。

・
石
英
,雲

母
の
細

粒

合
有
。

・
器
表
面
赤

褐
色
。

・
裏

面
黒
褐

色
。

13
)|
・

日
縁

は
や
や

外
反

①
口
縁

か
ら
幅

3帥
に
山
形

押
型

文
を

横
位

に
施

文
。

胴
部

以
下

は
縦

位
に

施
文

し
,乳

房
状
尖

底
に

ま
で
達

し

て
い

る
。

・
底

部
は
乳

房
状
尖

底

を
呈

す
る
。
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・
口
縁

か
ら
胴
部

に
か

け
て
段

を
有

す
る
。

・
底
部

は
平

底
。

・
口
縁

は
鋭

く
内

湾

し
,ま

た
波

状
を
塁

す
る
と
思
わ

れ
る
。

・
頸

部
で

は
直

角
に

カ

ー
ブ

し
て
月同
部

に
続

く
, 
月同
部

イま
イ段
ば
垂

直
に
下

降
す

る
と
思

わ
れ

る
。

・
頸

部
は
若

千
く
び
れ

て
段

を
な

し
て

い

る
。

若
干

内
湾

ぎ
み

に
直

立
し
た

口
縁

で
,頸

部
は
や
や

く
び
れ
胴

部
で
は
わ
ず

か
に
膨

み
を
持

ち
底
部

に
至

無
文

で
あ

る
。

・
口
唇
部

に
は
刻
み

が
入

っ
て
い

る
。

・
口
縁
部

文
様

帝
は
先

端
が
平

ら
な

,

箆
状

の
施

文
具

に
よ
る
沈
線
文

と
角

棒
状
施
文

具
に

よ
る
連

続
刺
突

文
と

に
よ
っ
て
構
成

さ
れ

て
い

る
。

・
モ
チ

ー
フ
は
沈
線
文

に
よ

っ
て

菱

形
,円

な
ど
の
幾
何
学

的
な
文

様
を

形
成

し
,そ

の
間

を
連
続

刺
突

文
で

充
瞑

し
て
い

る
。

・
文
様

は
四
単
位

で
構
成

さ
れ

て
い

る
。

RL
Rの

地
文

と
浮
線

文
に

よ
っ
て

構
成

さ
れ

て
い

る
。

浮
線
文

は
3～

4P
/p
ll
程
の
幅

で
箆

状

の
施
文
具

に
よ
っ
て
刻
み

が
入
れ

ら

れ
て
い

る
。

刻
み

は
浮
線

が
並

ぶ
時

に
は

“八
"状

に
な

る
よ

う
に
入
れ

ら
れ

て
い

る
。

口
縁

に
は

2度
刻
み

を
ク

ロ
ス

し
て
入
れ

て
“
X"
状

に

な
っ
て
い

る
部
分

も
あ

る
。

口
縁

部
に

お
い
て

は
,波

頂
部

を
起

点
と
し
て
文

様
が
構
成

さ
れ

て
い

る
。

頸
部

の
く
び
れ
部

に
長

さ
15
脚

幅
3

翻
程

の
粘

土
ひ

も
を

4～
5翻

間
隔

に
貼

付
さ
れ

て
い

る
。

文
様

は
細

い
半

載
竹

管
に

よ
る
条
線

と
,隆

帯
に

よ
る
曲
線

的
な
文

様
に

よ
っ
て
構
成

さ
れ

て
い

る
。

口
縁

部
は
幅

2朗
程

の
無
文

部
を
有

し
,そ

の
下

に
隆

帯
が

口
縁

に
並

行

0

裏
面

は
デ

コ
ボ

コ
し
て
い

る
。

指
頭

で
粘

上
ひ

も
の
接
合
部

の
調

整
を

し

た
も
の

と
思
わ

れ
る
。

・
全
面

平
滑

に
調

整
さ
れ
磨

き
も
か
け

ら
れ

て
い

る
よ

う
に
観

察
さ
れ

る
。

・
若

千
ナ

デ
に

よ
る
調

整
痕

が
認

め
ら

れ
る
。

全
面

平
滑

に
調

整
さ
れ

て
い

る
。

繊
維

を
若

千
混

入
。

。
1～

2 
fr
pr
l程

の
石

英

粒
を

含
有

し
て

い

る
。

・
よ

く
精

選
さ
れ

て
い

る
。

石
英
及

び
白
色

の
細

粒
合
有

。

灰
ZF
v色

。

赤
掘

色
。
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し
て
配

さ
れ
,そ

こ
か

ら
渦

巻
き
状

に
隆

帯
が
貼

付
さ
れ

て
い

る
。

そ
し

て
貼

付
の
後

そ
れ
を

カ
マ
ボ

コ
状
に

調
整

し
,そ

の
周

囲
を
指
頭

に
よ
っ

て
な
ぞ

っ
て
い

る
。

文
様
施
文

の
順
序

は
隆

帯
を
貼
付

,

条
線

施
文
,隆

帯
周
辺

の
な
ぞ

り
の

順
と
思

わ
れ

る
。

山
形

押
型
文
,原

体
は
小

片
で
判

明

し
な
い

が
,山

形
2単

位
,文

様
要

素
は
山
形

が
鈍
角

で
山
形

の
頂
部

が

尖
か

っ
た

も
の

Ca
2b
■
〕

で
あ

る
。

山
形

押
型
文

に
よ
る
全
面

施
文
。

原
体

は
直
径

約
9脚

程
の
九
棒

に
,

約
2～

3脚
幅

の
ジ

グ
ザ

グ
の
溝

を

3本
並

行
し
て
一

周
2単

位
ず

つ
彫

っ
た

も
の

と
推

定
さ
れ

る
。

文
様
要

素
は
山
形

が
直

角
で
頂
部

が

九
味

を
滞

び
た

も
の

〔a
■
b2
〕

で
あ

る
。

凸
部

は
長
精

円
を
呈

し
, 

こ
れ

が
全

体
と
し
て
は
ジ

グ
ザ

グ
に
配

さ
れ

,

山
形

文
状

で
あ

る
。

原
体

は
直

径
約

7胸
程

の
丸
棒

を
用

い
, 
2単

位
に
長

楕
円
を
ジ

グ
ザ

グ

に
陰

刻
し
た

も
の

と
思
わ

れ
る
。

石
英

が
器

面
に
露

出
し
て

ザ
ラ
ザ

ラ

し
て

い
る
。

平
滑

に
調

整
さ
れ

て
い

る
。

平
滑

に
調

整
さ
れ

て
い

る
が

器
面

に

石
英

粒
が
露

出
し
て

ザ
ラ
ザ

ラ
し
て

い
る
。

石
英
粒

を
合
有

。

石
英
雲
母

細
粒

を
か

な
り
含
有
。

石
英
粒

を
か

な
り
含

有
。

A′
6e
5。

第
4層

淡
裾
色
。

A0
1 

熱

淡
赤

褐
色
。

A℃
l 
No
3麟

胴
部

(6
脚

)

胴
部

(6
翻

)

器
形
・

部
位
・

厚
さ
 1
  

文
様

構
成

・
施

文
方

法
  
1 
 

整
  

形
 

・
 

調
  

整
  
1 

胎
  
  
  

土
色

  
 

調
1出

土
地

点
層

不
明

(3
陶

)
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胴
部

(6
脚

)
・
精

円
押

型
文
,縦

位
に
施

文
。

・
原
体

は
二

単
位
,文

様
要

素
は
楕

円

を
呈

し
尖

出
部

が
斜

め
横

に
並

ぶ
も

の
〔
la
■
〕

で
あ

る
。

・
器

面
は

石
英

粒
が
露

出
し
て

ザ
ラ
ザ

ラ
し

て
い

る
。

・
ナ

デ
に

よ
る
調

整
痕

が
認

め
ら

れ

る
。

・
白
色
粒

と
石

英
粒
合

有
。

・
淡
赤

裾
色
。

A3
C4
 

第
3層

不
明

(6
翻

)
・
精
円
押
型
文
。
文

様
要

素
は

〔
1

a■
〕。

,摩
耗

し
て

い
る
た

め
器

面
が

ザ
ラ
ザ

ラ
し
て

い
る
。

・
石

英
粒
含
有

。
・
淡
赤
裾

色
。

B 
la
2 

第
3層

不
明

(5
翻

)
・

橋
円
押
型

文
,横

位
に
施

文
。

・
文
様

要
素

は
〔
la
.〕

で
あ

る
。

・
全
面

に
わ

た
っ
て
平

滑
に
調

整
さ
れ

て
い

る
。

・
石

英
粒
若

千
含
有

。
・
淡

褐
色
。

A 
le
2 

第
3層

胴
部

(7
 f
r7
Jl
)

・
精

円
押

型
文
,横

位
に
施

文
。

・
文

様
要

素
は

〔
la
.〕

で
あ

る
。

・
重

複
に

よ
っ
て
文

様
が

崩
れ

て
い

る
。

・
器

表
面

は
平

滑
に
調

整
さ
れ

て
い

る

が
裏

面
は
石

英
。
白

色
粒

子
が

露
出

し
て

ザ
ラ
ザ

ラ
し
て

い
る
。

・
石

英
・

白
色
粒
子

含

有
。

。
淡

褐
色
。

B 
la
l 

第
3層

(5
翻

)
・
半
稜

竹
管

に
よ
る
沈
線

文
が
施

さ
れ

て
い

る
。

・
重

複
し
て
施
文

す
る

こ
と
に

よ
っ
て

沈
線

の
幅

を
広

げ
て
,あ

た
か

も
棒

状
施

文
具

に
よ
っ
て
施

文
さ
れ

て
い

る
か

の
よ

う
で

あ
る
。

・
器
表
面

は
平
滑

に
調

整
さ

れ
て

い

る
。

・
裏
面

は
半
我

竹
管

に
よ
る
調

整
痕

が

認
め

ら
れ

る
。

・
石

英
及

び
白
色
粒

含

有
。

・
器
面
赤

裾
色
。

・
裏

面
灰
黒

色
。

A′
6e
5 

第
8号

土

壊
 

覆
土

9
口
縁
部
,波

状
を
呈
す

る
(7
陶

∂

・
幅

5伽
の
断
面

三
角

の
微
隆

帯
と
直

径
4翻

程
の
丸
棒

状
施

文
具

に
よ
る

刺
突

文
及

び
沈
線

文
沈
線

と
沈
線

の

間
に

で
き
た

微
隆

線
に

よ
っ
て
構
成

さ
れ

て
い

る
。

・
全
面
平

滑
に
調

整
さ
れ

て
い

る
。

・
裏
面

に
ナ

デ
に

よ
る
調

整
痕

が
認

め

ら
″
tる

。

よ
く
精
選

さ
れ

て
い

て
こ
ま
か
い
砂

粒
を

含
有

。

・
赤

禍
色
。

A6
a5

口
縁
部
,小

波
状
を

呈
す

る
。

(3
翻

)

・
幅

3脚
程

の
丸
棒

状
施

文
具

に
よ
る

沈
線

及
び
沈
線

と
沈
線

の
間

に
で

き

た
,微

睦
線

に
よ
っ
て
構
成

さ
れ

て

ヽヽ
る
。

・
直
線

的
な
菱
形
等

の
幾
何

学
的

な
モ

チ
ー

フ
で

あ
る
。

・
全
面
平

滑
に
調

整
さ
れ

て
い

る
。

・
裏
面

に
ナ

デ
に

よ
る
調

整
痕

が
認

め

ら
″
し
る
。

。
よ

く
精

選
さ
れ

て
い

て
粒
子

が
こ
ま
か
い

若
干
石

英
細

粒
含

有
。

。
灰
褐

色
。

A5
e5

♂
  
  
0
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口
縁
部

付
近

(7
側

)

口
縁
部

付
近

(8
翻

)

口
縁

部
(5
翻

)

口
縁
部

付
近

(8
翻

)

胴
部

段
を
有

す
る
。

(1
翻

)

菱
形

状
に
区
画

し
て
,そ

の
中

を
沈

線
文

で
充
填

し
て
い

る
。

刺
突

文
施
文
,細

い
角
棒

状
施
文
具

に
よ
る
施

文
と
思

わ
れ

る
。

・
八
字

状
に
刺

突
文

が
施

さ
れ

て
い

る
。

幅
7御

程
の
箆

状
施
文
具

に
よ
っ
て

施
文
。

爪
形

状
の
刺

突
を
直
線

的
に
連
続

施

文
。

口
唇
部

に
も
刻
み

を
入

れ
て
い

る
。

直
各

3翻
程

の
は
そ

い
施

文
具

に
よ

る
刺

突
文

。

刺
突

を
重

複
さ
せ

て
あ
た
か

も
太

い

角
棒

状
の
施

文
具

を
用

い
た

か
の

よ

う
な
効

果
を
上

げ
て
い

る
。

ま
た

同
一

施
文
具

に
て
円

が
描

か
れ

て
い

る
。

直
径

3脚
程

の
九

棒
状

の
施

文
具

に

よ
る
刺

突
文
。

刺
突

を
直

線
的

に
配

し
て
菱
形

等
の

幾
何
学

的
な
文

様
を
構
成

し
て
い

る

も
の

と
思

わ
れ

る
。

平
滑

に
調

整
さ
れ

て
い

る
。

・
全
面

平
滑

に
調

整
さ
れ

て
い

る
。

・
裏

面
は
箆

状
工

具
に

よ
る
調
整
痕

が

認
め

ら
れ

る
。

・
全

面
平

滑
に
調

整
さ
れ

て
い

る
。

・
裏
面

に
箆

状
工

具
に

よ
る
調

整
痕

が

認
め

ら
れ

る
。

全
面
平

滑
に
調
整

さ
れ

て
い

る
。

器
面

に
石

英
粒

が
露

出
し
て

ザ
ラ
ザ

ラ
し
て

い
る
。

裏
面

に
も
刺

突
痕

が
認

め
ら
れ

る
。

器
面

は
平

滑
に
調

整
さ
れ

て
い

る
。

裏
面

は
石
英

粒
が
器
面

に
露

出
し
て

ザ
ラ
ザ

ラ
し
て

い
る
。

石
英

粒
は

ナ
デ
に

よ
る
調

整
の

さ
い

右
→
左

に
移
動

し
て
い

る
。

こ
れ

に
よ
っ
て

ナ
デ
の
方

向
が
看
取

さ
れ

る
。

白
色
粒

含
有

。
・
暗

い
赤

褐
色
。

A6
a5

・
石
英

粒
を
か
な

り
含

有
。

白
色
粒
子

含
有
。

よ
く
精

選
さ
れ

て
い

て
粒
子

が
こ
ま
か

い

若
千
石

英
細

粒
含

有
。

石
英

。
白
色
細
粒

含

有
。

器
面

淡
黒

色
。

裏
面

淡
い
茶
裾

色
。

器
面

黒
褐

色
。

裏
面

淡
い
茶

褐
色
。

灰
褐

色
。

・
器

面
灰
褐

色
。

・
裏

面
淡

い
赤

褐
色
。

A7
bl
 

第
4層

A7
bl
 

第
5層

A6
b4

Al
C3
 

第
2層

A4
C5
 

第
3層

2～
3側

の
石
英

粒

及
び
若

千
雲

母
含

有
。

茶
褐

色
。

口
縁

部
付
近

(8
翻
)|
・

貝
殻

腹
縁

に
よ
る
刺

突
文
二

条
並

行

に
配

さ
れ

て
い

る
。



| |

口
縁
部

付
近

(8
伽

)

口
縁
部

付
近

(8
翻

)

口
縁
部

付
近

(8
翻

)

膊
部

(5
脚

)

直
径

3翻
程

の
丸
棒
状

の
施
文

具
に

よ
っ
て
刺

突
。

刺
突

を
重

複
さ
せ

る
こ

と
に

よ
っ
て

三
角
形

状
の
刺

突
文

を
な

し
て

い

る
。

三
角
形
状

の
刺

突
は
直

線
的

に
配

さ

れ
て

い
る
。

・
直

径
3陶

程
の
丸
棒

状
の
施
文

具
に

よ
っ
て
施
文
,同

施
文

具
を
刺

突
す

る
だ

け
で
な

く
,く

° る
り
と
円
を
描

く
こ

と
に

よ
っ
て
刺

突
を

拡
大

さ

せ
, 

も
っ

と
太

い
丸

棒
を
用

い
て
い

る
か

の
よ

う
な
効

果
を

上
げ

て
い

る
。

・
刺

突
文

を
直
線

的
に
配

し
て
菱
形

等

の
幾
何
学

的
な

モ
チ

ー
フ
を
構

成
し

て
い

る
。

直
径

4翻
程

の
半
載

竹
管

の
背

に
よ

る
刺

突
及

び
,同

一
原
体

を
垂
直

に

刺
突

し
, 

与
回
転

さ
せ

る
こ

と
に

よ

っ
て

で
き
る
円
形

竹
管

状
の
刺

突
と

に
よ
っ
て
構
成

さ
れ

て
い

る
。

・
無

文
土

器
で

あ
る
。

・
若

千
日
縁

か
ら
底

部
方

向
に
擦

痕
が

走
っ

て
い

る
。

。
全
面

平
滑

に
調

整
さ
れ

て
い

る
。

全
面

平
滑

に
調

整
さ
れ

て
い

る
。

裏
面

に
ナ

デ
に

よ
る
調

整
痕

が
認

め

ら
れ

る
。

・
全
面

平
滑

に
調

整
さ
れ

て
い

る
。

全
面

平
滑

に
調
整

さ
れ

て
い

る
。

・
全
面

平
滑

に
調

整
さ
れ

て
い

る
。

・
表
裏

と
も
箆

状
の
工

具
に

よ
る
調

整

痕
が
認

め
ら
れ

る
。

か
な

り
石
英
粒
及

び

若
千
の
雲
母
含
有
。

若
干
繊

維
混

入
。

小
砂

篠
含
有

。

石
英
粒

が
か
な

り
含

有
。

。
1～

2阿
位

の
石
英

粒
を
か
な

り
含
有
。

石
英

粒
及

び
白
色
粒

子
が
か
な

り
含
有
。

灰
裾

色
。

器
面

灰
褐

色
。

裏
面

赤
褐

色

・
器
面

灰
褐

色
。

・
裏
面

赤
掘
色
。

A4
C4
 

第
4層

A7
bl
 

第
2層

A5
d5
 

第
2層

A6
a5
 

第
7土

墳

覆
土

・
灰
裾

色
。

器
面

赤
褐

色
。

裏
面

黒
褐

色
。

口
縁
部

付
近

(1
0伽

)|
・

直
径

3翻
程

の
丸
棒

状
の
施
文
具

に

よ
っ

て
施

文
。

・
円
形

の
刺

突
を
直

線
的

に
配

し
て

い

る
。

●



底
部

付
近

(5
翻

)

胴
部

(4
翻

)

胴
部

(5
翻

)

胴
部

(4
翻

)

・
口
縁

部
,波

状
を
呈

|

す
る

と
思

わ
れ

る
。

(8
翻

)

・
無
文

で
若

干
調

整
痕

と
思

わ
れ

る
擦

痕
が
斜

め
に
走

っ
て
い

る
。

ま
た
角

棒
状

の
刺

突
痕

も
か
す

か
に
認

め
ら

れ
る
。

・
無

文
斜

め
に
走

る
擦

痕
が
認

め
ら
れ

る
。

。
無
文
。

・
両

面
と

も
器

面
は

デ
コ
ボ

コ
し
て

い

る
。

・
ナ

デ
に

よ
る
調

整
痕

が
認

め
ら

れ

る
。

・
表

面
に
露

出
し
た

石
英

粒
に

よ
っ

て

キ
ラ
キ

ラ
し
て

い
る
。

・
全
面

平
滑

に
調

整
さ
れ

て
い

る
。

・
箆

状
の
工

具
に

よ
る
ナ
デ

の
調

整
痕

が
認

め
ら
れ

る
。

・
全
面

平
滑

に
調
整

さ
れ

て
い

る
。

・
箆

状
の
工

具
に

よ
る
ナ
デ

の
調

整
痕

が
認

め
ら
れ

る
。

・
石
英

粒
含
有
。

・
白
色

粒
を

若
干

含

有
。

・
器
面

茶
褐

色
。

・
裏
面

暗
黒
色
。

・
器
面

赤
褐

色
。

・
裏
面

暗
い
赤

裾
色
。

A6
a3
 

第
3層

A6
b3
 

第
3層

A7
bl
 

第
4層

A6
c2
 

第
2層

A6
b3

・
全
面

平
滑

に
調

整
さ
れ

て
い

る
。

・
細

い
半

該
竹

管
に

よ
る
調

整
痕

が
認

め
ら
れ

る
。

・
器

面
は
石

英
粒

や
繊

維
の
痕

跡
に

よ

っ
て

ザ
ラ
ザ

ラ
し
て

い
る
。

・
白
色

粒
及

び
石
英

細

粒
含
有
。

・
灰

裾
色

。

Ｉ Ｉ 　 ω Φ 　 ｌ ｌ
・
石

英
粒

含
有

。

・
繊

維
を

か
な

り
含

有
。

・
灰
黒

色
。

胴
部

(5
翻

)

胴
部

(6
脚

)

胴
部

(3
側

)

。
わ
ず
か
に
乳
房
状
を

呈
す

る
尖

底
部
。

・
無
文

。
か
す

か
に
斜

行
及

び
縦

走
す

る
擦

痕
が
認

め
ら
れ

る
。

・
全
面

平
滑

に
調

整
さ
れ
て
い

る
。

・
裏

面
は
箆

状
工

具
に

よ
る
調

整
痕

が

認
め

ら
れ

る
。

・
全
面

平
滑

に
調
整

。

'平
滑

に
調

整
さ
れ

て
い

る
よ

う
で

あ

る
。

・
繊
維

を
若

千
合
有
。

。
石

英
粒

を
か
な

り
含

有
。

・
全
面

平
滑

に
調

整
さ
れ

て
い

る
。

・
細

い
半
載

竹
管

に
よ
る
調

整
痕

が
認

め
ら
れ

る
。

。
白
色
粒
及
び
石
英
粒

含
有
。

・
器
面

赤
裾

色
。

・
裏
面

淡
黒

色
。

A6
a4

A6
C4
 

第
2層

A6
b2
 

第
3層

・
白
色
粒

含
有
。



口
縁
部

(7
翻

)
無

文
上
器

。

胴
部

(9
側

)
・
直
径

5脚
程
の
半
戯
竹
管

に
よ
っ
て

器
面

に
沈
線

が
施

さ
れ
て
い

る
。

器
面

は
デ

ヨ
ボ

コ
し
て
い

る
が
丁
寧

に
調

整
さ
れ

て
い

る
。

裏
面

に
箆

状
工

具
に

よ
る
調

整
痕

が

認
め

ら
れ

る
。

全
面

平
滑

に
調

整
さ
れ

て
い

る
。

表
裏

と
も
半

哉
竹
管

に
よ
る
調

整
痕

が
認

め
ら
れ

る
。

・
1～

2脚
程

の
石
英

及
び

白
色
粒
子

含
有
。

・
繊
維

を
か
な

り
含

ん

で
い

る
。

。
自
色
粒

子
若

千
含

有
。

・
繊
維

を
若

千
含

む
。

・
灰

黒
色

。

・
器
面

茶
褐

色
。

・
裏
面

灰
黒

色
。

A′
7e
l

1 |

胴
部

(1
0翻

)

胴
部

(■
御

)

胴
部

(1
0翻

)

胴
部

(5
脚

)

・
口
縁

部
(5
脚

)

。
平

縁
で
直

立
し

て
い

る
。

器
表
面

は
条

痕
を
施
文

し
た
後

に
器

面
を
平
滑

に
調

整
さ
れ
,か

す
か

に

認
め

ら
れ

る
程
度

で
あ

る
。

只
殻
条
痕

と
思

わ
れ

る
。

条
痕
文

土
器
。

。
条
痕
文

土
器
。

。
両
面

施
文
,器

面
斜

行
裏
面

横
走
。

表
裏
条

痕
土
器
。

器
表
面

は
条

痕
を
縦

走
後

に
再
度

横

走
さ
せ

る
よ

う
に
施
文

し
て
い

る
。

貝
殻

腹
縁

に
よ

る
刺

突
が
認

め
ら
れ

る
。

・
表
裏
条

痕
上
器

で
あ

る
。

・
器
表
面

は
横
走

し
裏
面

は
斜

行
し
て

ヤヽ
る
。

・
裏
面

は
口
唇

か
ら
2帥

程
の
無

文
部

を
残

し
そ

の
下

か
ら
施

文
。

・
口
唇

に
刻

み
が
入
れ

ら
れ

て
い

る
。

全
面

平
滑

に
調

整
さ
れ

て
い

る
。

裏
面

に
は
条
痕

が
認

め
ら
れ

る
。

器
表
面

は
条

痕
を
施
文

し
た
後

に
平

滑
に
調

整
さ
れ
,か

す
か

に
認

め
ら

れ
る
程
度

で
あ

る
。

裏
面

は
条
痕

が
は

っ
き

り
認

め
ら
れ

る
。

全
面

平
滑

に
調

整
。

平
滑

に
調
整

し
た
後

に
条
痕

が
施

さ

れ
て
い

る
。

・
器

面
は

デ
コ
ボ

コ
し

て
い

る
。

・
ナ

デ
に

よ
る
調

整
後
,条

痕
を

施
こ

し
て

い
る

と
思

わ
れ

る
。

・
繊
維

を
か

な
り
含

む
。

・
繊

維
を

か
な

り
含

む
。

灰
褐

色
。

・
器
面
赤

褐
色
。

・
裏
面

淡
黒

色
。

A7
al

A6
e5

A7
al

B 
la
l 

第
2層

A′
7c
3

攣
rを

か
な

り
合

|

・
1翻

程
の
石

英
を

合

有
。

・
繊
維

を
若
千

含
む

。

よ
く
精

選
さ
れ

て
い

て
粒
子

の
こ
ま
か
い

も
の
で
あ

る
。

器
面

掻
褐
色
。

裏
面

灰
褐

色
。

灰
裾

色
。

・
獲
裾

色
。



口
縁
部

(7
脚

)
・
表
裏

条
痕

の
上
器

で
あ

る
。

・
繊
維

痕
に

よ
っ
て
器
面

は
デ

コ
ボ

コ

し
て
い

る
。

・
全
面

平
滑

に
調

整
さ
れ

た
後

に
条
痕

が
施

こ
さ
れ

た
と
思

わ
れ

る
。

・
全

面
平

滑
に
調

整
さ
れ

て
い

る
。

・
裏

面
は

ナ
デ

の
後

研
磨

さ
れ

て
い

る
。

。
全

面
平

滑
に
調

整
さ
れ

て
い

る
。

・
日
唇

部
及

び
裏

面
は
研

磨
さ
れ

て
い

る
。

・
全
面

平
滑

に
調

整
さ
れ

て
い

る
。

・
器
面

は
研
磨

さ
れ

て
い

る
。

・
全
面

平
滑

に
調

整
さ
れ

て
い

る
。

・
裏
面

に
は
す
す

が
付
着
。

・
器

表
面

は
平
滑

に
調

整
さ

れ
て

とヽ

る
。

・
繊

維
を

か
な

り
含

之
」

。

よ
く
精

選
さ
れ

て
い

て
粒

子
が
緻

密
で

あ

る
。

・
石

英
,自

色
粒

含

有
。

・
雲

母
。
白

色
粒

含

有
。

・
雲

母
・

白
色

粒
含

有
。

・
石

英
粒

・
白
色
粒

子

含
有
。

・
雲
母
・
石
英
細
粒
含

有
。

・
雲
母

が
か

な
り
含

有
。

・
暗

い
赤
褐

色
。

A7
a2

・
灰
黒
色
。

。
灰
黒

色
。

A6
C2

・
茶
裾

色
。

A6
b3

・
茶
裾

色
。

A6
b4

・
黒
褐

色
。

A′
7e
l

。
口
唇

部
は
土
器

の
内
側

か
ら
の
指
頭

圧
痕

に
よ
っ
て
小
波
状

を
呈

し
て
い

る
。

・
指

は
圧

痕
の
は
い

り
方

を
観
察

し
た

結
果
右

指
が
用

い
ら
れ

て
い

る
と
思

わ
れ

る
。

・
表
裏
条
痕

土
器

で
あ

る
。

・
条
痕

は
ほ
ぼ

平
行

に
走

っ
て
い

る
。

口
縁
部

(6
翻

)

。
ゆ

る
や

か
な
波
状

を

呈
す

る
。

口
縁

部
(5

脚
)

・
有
孔

土
器

で
あ

る
。

底
部

付
近

(7
翻

)
・
撚

糸
文

施
文

。

口
縁

部
・
小
波
状

を

呈
す

る
。

| I

・
斜

行
縄
文

施
文

原
体

は
LR
。

・
半
載

竹
管

に
よ
る
竹

管
文
施
文

。
。
全

色
平
滑

に
調
整

さ
れ

て
い

る
。

・
全
面

平
滑

に
調
整

さ
れ

て
い

る
。

。
赤
褐

色
。

・
暗
褐

色
。

A′
6e
5 

第
3層

A6
a4
 

第
4層

・
隆

帯
と
箆

状
施

文
具

に
よ
る
連
続
刺

突
文

に
よ
っ
て
構
成

さ
れ

て
い

る
。

41
 1
口

縁
部

(6
脚

)

42
 1
口

縁
部

(7
翻

)
・
半

我
竹

管
に

よ
る
平

行
沈

線
文

施

▼曳
E。

43
1口

繍
部

(7
脚

)
・
地

文
と
し
て
原
体
RL
を

縦
コ

ロ
ガ

ン
に

よ
っ
て
施
文

。

・
口
縁
部

に
は
半
載

竹
管
状

施
文
具

の

圧
痕

を
左

回
り
に
施

文
。

・
胴
部

は
同
一

原
体

に
よ
っ
て
け

ん
垂

状
に
施
文

。

47
1月

聞
(9
翻

)

|・
軍チ
督響

妙
をか

|・

淡い
縮
儀

I 
B5
al
 

第
3層



胴
部

(9
脚

)

胴
部

(8
翻

)

口
縁
部

(1
2翻

)

・
扇

状
の

日
縁

を
呈

す

る
と
思

わ
れ

る
。

。
隆

帯
は
丸
味

を
帯

び
曲
線

的
に
貼

付

さ
れ

て
い

る
。

・
隆

帯
に
沿

っ
て
両
側

に
三
角

形
状

の

剌
突

が
配

さ
れ

て
い

る
。

・
隆

帯
と
箆

状
施

文
具

に
よ

る
連
続
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まとめ

本遺跡出上の縄文土器は当地域の車創期後半から,中期後葉を構成する土器まで断 続 的 で あ

り,な おかつ長期間に渡るものが含まれていた。したがってここでは,あえて型式学的に細分す

ることにより,各時期を構成する土器群に比定できるものを抽出して,群単位で把握することに

努めた。

なお個々の土器および土器片については,一括して表にまとめておいたので参照されたい。

第 1群 (第35図 (→・第36図 121)

斜縄文系の上器群であり,第35図 (1)は いわゆる表裏縄文土器である。出土点数は 9点,ほぼ同

一個体 と思われる。この土器片はかな り広範囲に散乱してお り,出土層は 5点が表土及び攪乱層

より発見され,残 り4点は第 5層上面からの出土である。

第36図はB地点第 1号土娠 より口縁部が,ま たA5C5グ リットからは胴部より底部にかけて

の破片が,第 5層中に直立した状態で,埋設されていたかのような状態で出土した。この土器片

はA5C5グ リット周辺に集中していた。

第 2群 (第35図俗)。 第37図 1～ 7)

押型文土器であり,全部で11点出土したが,図上復元できた第35図以外はすべ て断片的なもの

であった。■点の内,山形文 4点,精円文 6点,その他 1点 (その他としたのは第37図 3で長楕円の

凹部をジグザグに配している)。

これを文様の要素で分類すると,山形が鈍角で山形の頂部が尖ったもの 3点,山形が直角に近

く山頂部が尖ったもの 1点尖出部が斜め横に並び楕円を呈するもの 6点である。

第 3群 (第36図 6)。 第37図 8～20)

沈線文及び連続する刺突文を,施文する土器群である。この土器群として,第37図 8の ように

沈線文を主体としたもの, 9。 10の ように鉄隆起線文を有するもの,11～ 14の ような刺突文や ,

15～20の ような丸棒,角棒等による刺突文を有する土器片なども,抱括的に第 3類 とした。

第36図値)は箆状施文具による幾何学的な幅の広い凹線文による区画と,その中を充填している

連続刺突文によって構成されている。

第 4群 (第35図催)。 第38図 )

無文土器および擦痕を有する土器群である。この中には繊維を含まないもの第38図 26・ 28,若

千含むもの第35図 14)・ 第38図21～25。 27・ 29,繊維を多量に含むもの30な どがある。またこれら

の土器片の中には,調整痕 と思われる擦痕が顕著に認められるもの21・ 24・ 25・ 27が ある。第35

図催)。 第38図29な どの底部は若千乳房状の尖底を塁している。第 4群 とした土器片は全部 で 154

点出土した。

第 5群 (第39図 )

貝殻条痕文土器であり,大部分の上器片は両面に施文されている。またほとんどの土器片は多

量の繊維を含んでいるが,含まないもの38・ 39も ある。39は貝殻腹縁による刺突文が施されてい

る。口縁部は平縁でやや開くもの31・ 39,直立するもの37,38, 日唇部に刻みカミ入るもの38,小

波状を呈するもの39な どがある。第 5群 とした土器片は全部で 104点出土した。 これら条痕文土
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器のうち39は 口唇部の形態,貝殻腹縁による刺突及び胎土・色調などの点で他の土器片 と異なっ

ている。

第 6群 (第35図(a。 第40図 )

諸磯式に比定される土器である。この第 6群 とした土器片は全部で40点出土した。これらの土

器片のうち,第40図45は小形有孔土器である。46は底部付近の破片で,器形は平底を呈し,地文

には撚糸文 (原体不明)が施文されている。

第 6群 とした土器は諸磯 b式段階のものが大半で,第35図脩)は浮線文の存在が日立つ土 器 で

ある。

第 7群 (第40図47～ 50)

第 7群 とした土器片は全部で15点出上した。これらのうち隆帯と連続刺突文によって構成され

ているもの,47～ 49と 連続刺突文のみで構成されているもの50と がある。しかしこれらはすべて

断片的であり,全体を語ることは不可能である。50は新道式的な三角形区画文を,意識したもの

とも考えられるが,47な どと共により,阿玉台式的な様相を呈したものと思われる。

第 8群 (第35図年))

この第 8群 とした土器片は全部で 7点出土した。これらは図上復元した第35図 (り以外は,すべ

て断片的なものであった。(71は 地文が条線であることなどから,曽利系の土器と思われる。胴部

文様帯における,渦巻状のモチーフを有する土器はかな り広域に分布している。また曽禾J系統内

に限ってみても,その変遷を追 うことが可能であると思われる。しかしこの問題は発見された同

期の上器があまりに少ないため, これ以上の考察はむ りである。

(奈良 泰史)

b石 器

本遺跡出上の石器には石鏃・尖頭器・ スグレイパー・石匙 。打製石斧・礫器・磨石 。凹石 。敲

石・石皿等の器種がある。石器の総数は95点 が確認され,ま た剥片や未完成品も多量 に 出 土 し

た。石器の多 くは,縄文早期の石器で,一部前期 。中期を含んでいる。

器種別に説粥すると次の通 りである。

石鏃 (第41図 1～ 14)

1は,小形で側縁がゆるやかに曲が り基部のTA・ りは浅い。 2・ 3・ 4は正三角形に近 く基 部

の袂 りは浅い。 3・ 4の側縁は直線的である 5は節理にそって剥離痕が残っている。 6・ 7は二

等辺三角形であり,基部の快 りは浅い。 8は先端 。脚を欠損し,側縁は直線的である。 9は側縁

がゆるやかに曲がり,基部の狭 りは深い。10は正三角形に近 く基部の狭 りが深 く,脚を作 り出し

ている。11は長身のもので基部の狭 りが深 く,脚を作 り出してお り右脚部を欠損する。121よ主要

剖離面を残し,調整も粗いものである。13は最大長1.lCm,最 大幅0。 7Cm,厚さ0,lcmと いう非

常に小形なものである。基部の袂 り込みもあ り,左側縁の裏面には調整剥雄を施されている。14

は,側縁に調整剥離を施してお り,先端は尖るが調整剥離は施されていない。基部には自然面を

残し,刺突具 としての機能を持つと思われるのでこの中に合めた。石質は 1～ 4・ 8・ 13・ 14が

黒曜石, 5～ 7・ 9・ 12がチャー ト,10。 11が凝灰岩である。この他に19点出土している。
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第42図 土装群出土遺物 (石器実測)

尖頭器 (第41図15)

両面からの押圧剥離を施しており,先端部と基部を欠損し,おそらく有舌尖頭器であろう。石

質は,風化しているが安山岩である。

スクレイパー (第41図 16～30。 第42図31～ 36)

16。 17・ 18は表面右側縁に刃部が形成されている。19は両側縁・右側縁の裏面に調整剥離を施

しており,右側縁を刃部として用いたのであろう。20は表面下辺に刃部が形成されている。21は

表面右側縁に,22は表面右側縁,下辺にやや厚い刃部が形成されている。23は断面三角形で舟底

形を呈し,両側縁に刃部を形成するように調整剥離が施されている。下端にはつまみと思われる

ような小さな突き出しがある。

24・ 25は 自然面を残す剥片である。はっきりとした調整剥離はないが,両側縁・下辺は鋭 く,

使用痕が見られる。26・ 27は 自然面を残し,26は右側縁に刃部を形成している。271よ下辺に両面

から調整剥離を施している。28は表面左側縁に使用痕が見られ,裏面左側縁に刃部を形成してい

る。29は表面左側縁・裏面右側縁の両面からの調整剥離によって刃部を形成している。301よ両側

縁に両面からの細かい調整剥離により,刃部を形成し,下辺に使用痕と思われる劉離痕が見 られ

る。第42図31は右半分欠損し,表面右側縁に両面からの調整剥離により,刃部を形成している。

32・ 33は尖頭状を呈する。32は主要剥離面を残し,両面からの細かい調整剥離により,刃部を形

成している。33は両側縁 。上部に両面からの調整剥離により,刃部を形成している。34は方形を

３５
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O

呈して主要剥離面を残し,右側縁・下辺に両面からの調整剥離により,刃部を形成し少しそ りざ

みである。35は同じグリット内より出土し,接合したものである。両側縁に両面からの調整剥離

により刃部を形成している。36は主要剥離面を残し,両側縁に両面からの細かい調整剥離により

刃部を形成している。裏面 。下辺に調整剥離が見られ,やや細身である。

石質は第41図22,第42図 31・ 33・ 35・ 36がチャー トであり,他は黒曜石である。第41図16～22

は小さな剥片に調整剥離を施したもので, この他に 4点出土している。

第41図24～30,第42図31～36はやや大形であ り,こ の他に 2点出上した。第41図 24・ 25の よう

な剥片は他にも多 く出土した。

石 匙 (第42図 )

横形で刃部は両面から細かい調整剥離が施されてお り,石質は凝灰岩である。この他に同形の

黒曜石を素材にしたものが, 1点 出土している。

打製石斧 (第43図38～41)

38は短冊形であり基部を欠損する。全体に調整剥離が施されている。39は稜形であろう,刃部

と基部を欠損し,風化が著しい。40は数回の剥離により,刃部を形成しているが,非常に鋭い。

41は大きな分銅形であり,上辺に自然面を残す。側縁の決 りの磨耗は着柄のためであろうか,

全体に丁寧に仕上げられている。

石質は40が安山岩で,他は硬質頁岩でこの他に 2点出上した。

礫 器 (第43図42～49。 第43図 50)

第43図42は上辺に自然面を持ち,細かい調整剥離により刃部を形成している。熱を受けたのか

幾分赤味がある。43・ 44は周辺から剥離が施されてお り,裏面の剥離によって,刃部を鋭利にし

ている。44は裏面に自然面を残し 1回の剥離が見られる。45は表面に 2回,裏面に 1回の粗い剥

離により,刃部を形成している。両側縁・左側縁の裏面には胴部整形と思われる剥離がある。46

は表面・裏面から調整剥離により,刃部を形成し側縁には胴部整形の剥離が施されている。47は

右側縁に 3回 の粗い剥離により,鋭利な刃部を形成している。左側縁には 3回 の粗い剥離が加え

られているが,鈍角をなし,刃部は右側縁 と思われ裏面には自然面を残す。48は表面からの細か

い調整剥離により,分厚い刃部を形成している。両側縁には胴部整形の剰離が施され裏面には自

然面を残す。49は両面から 1回の粗い剥離 と,奴回の調整剥離により,やや厚い刃部を形成して

いる。第44図50は両面からの細かい調整剥離により,分厚い刃部を形成し,表面側縁はよく磨か

れて平坦になっている。

石質は44～48・ 50が安山岩で,42・ 49が硬砂岩,43が凝灰岩である。この他に 5点出土してい

る。

磨 石 (第44図51～ 53)

51・ 52は円礫を素材 としてよく磨かれている。53は楕円形を呈し,両面・右側縁はよく磨かれ

ている。

石質は51が多孔質安山岩,52が砂岩,53が花苗閃緑岩である。この他に 5点出土している。



凹 石 (第44図 54・ 55)

54はおむすび形である。両面の中央部に凹みを持ち,表面は磨かれている。55は円礫を素材 と

し,両面に 2つずつの凹みを持ち,側縁に敲打痕が見られる。両面が磨かれ,石質は,54が多孔

質安山岩,55が砂岩である。

敲 石 (第44図 56)

砂岩の細長い篠を素材とし,下端に敲打痕が見られ全体に磨かれている。

石 皿 (第44図 57)

中央部に浅い凹みを持つ程度で,それほど擦 り減 っていない。石質は多孔質安山岩である。       ・

まとめ

石鏃第41図 1～ 7の基部の狭 りが浅いものは,概して,早期末葉の条痕文系土器に伴 って発見      0

され,第41図 9～■の基部の狭 りが深いものは,上層部の前期後半の浮線文系土器に伴 って発見

された。

有舌尖頭器 (第41図 15)と 思われるものは,ス クレイパー (第42図 35・ 36)と ~緒に,褐色土 (ソ

フ トローム層)の中より発見されてた。石匙 (第42図37)は上層部より発見されてお り, 浮 線 文

系土器に伴 うものと思われる。

打製石斧の数が非常に少なく,確認されたのは 6点にとどまり,中期の土器に伴 うと思われ る

のは 2点 (第43図38'39)位である。第43図41の打整石斧は本遺跡発見の唯―の分釦形 を呈 し,

一番大形の石器である。

篠器が多 く発見されたのが本遺跡の特色であ り,確認されただけでも14点 を数え,他にこれに

近い物まで入れると数十′点にのぼる。概して下部より発見されることから,早期の上器に伴 うも

のと思われる。

凹石 (第44図55)と 敲石 (第44図56)は A′ ol区で確認された,小竪穴の床面直上よリセットで発

見され, この遺構に伴 う石器である。

石皿 (第44図57)は上層部より発見されてお り,浮線文系土器に伴うものと思われる。

石器に使われてる石材は,すぐ下を流れる谷田川の花簡閃緑岩・硬砂岩・凝灰岩等が主である

が,相模川の安山岩もかなり使っている。黒曜石やチャー トにまじって,水晶のフレークもかな

り見られた。

(佐々木 克典)
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図版 1

仲 大 地 遺 跡 全 景 (発掘以前の姿)



図版 2

発 掘 中 間 現 場 報 告 会 風 景
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A地点A′01区 発 掘 風 景



図版 3

第 1号住居発掘途中風景

B3区 第 1号 住 居
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図版 4

B3区 第 1号住居遺物出土状況

A地点A01区 第 3号 住 居
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図版 5

A地点A′01区 実測途中風景

A地点A′01区 ファイヤービット群出土状況
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図版 6

A地点A′01区 第 2号土墳発掘途中風景

A地点A′01区 第 2 号 ,_土

A地点A′01区



図版 7

B地点A6区  発 掘 風 景

B地点A6区 第 7・ 8号 土 境



図版 8

B地点A6区  発  掘  風  景

B地点A6区 礫



図版 9
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B地点A6区 第 5・ 6号土境と燒石

B地点A6区 遺 物 出 土 状 況
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図版 10
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図版13
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図版14
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第 6章 む す び

以上が本遺跡の第 1次,第 2次調査の主な報告である。 この調査が単なるゴルフ場造成に伴 う

行政発掘でないことは,二年数力月の歳月をかけ,江坂教授,川崎義雄,重住豊の諸先生方の御

指導のもとに,地域住民の協力及び行政者の御指導等により地元研究グループの手によって行わ

れた事実からみても理解願えると思う。

ゴルフ場造成敷地内に確認された 7遺跡を仲大地遺跡だけにしば り発掘調査し,他 6遺跡中 3

遺跡を敷地からはずし, 3遺跡をコース変更や工事方法の改善 (盛上等)に より守ったこ と は,

遺跡保護 という観点からも高 く評価すべきである。

また,最近上野原町においては町民の手で約10年の歳月をかけ町誌を編集して以来歴史や文化

財に対する住民の関心が急激に高まっている時でもあ り,本報告善も地元研究グループのメンバ

ーによりまとめてみた。

学識,経験の少ない学生や一般社会人を中心 としたサークルであるため,編集校正において考

察をさけ,あ くまでも事実の報告に止めた。 この点,先輩各位のあたたかいご批判ご叱正をいた

だき,研修を深めたい所存である。しかし,地形の地学的考察には専門に研究されている内藤久

敬氏の協力が得 られ,編集校正には町誌の経験を生かして,町企画課の小俣博氏の協力が得 られ

たことは,本報告書の完成に大きな力となったのである。

本調査が成功したのは,以上述べて来た多 くの方々の御指導,御協力のおかげであるが,森和

敏,森本圭一両先生をはじめとする県文化課の御指導があったこともここに明記して,併せて御

礼申し上げる次第である。

最後に,本発掘調査に多額な経費を出し,営利を超えて御協力くださった株式会社上野原 カン

トリークラブに対して忠心 より感謝し,今後 とも造成工事にあたられては,埋蔵文化財の保護に

御協力くださいます様お願いする次第である。

(長谷川 孟)
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団   長   上野原町叛育委員会教育長    横瀬  仁
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″         〃         田中 久弥
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調査 員 長  慶応義塾大学教授       江坂 輝弥
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